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第一章












　どこまでも続く、闇の中を一人歩く。

（なんだ、ここ）

　いや、進んでいるのか、止まっているのかさえ危うい。感覚はふわふわと宙に浮き、足元の感触は全くと言っていいほどない。俺は本当に歩いているのだろうか、と思い、伊坂いさかは自身の手のひらを見る。

（…………）

　なにもない。

　強烈に、痛烈に、鮮烈に、その言葉だけが頭の中を駆けめぐり、思わず伊坂はつんっと鼻の奥が痛むのを感じた。

　ああ、夢なんだ。これは、夢。

　だから、こんなにも、悲しくて、無力なんだ。現実ならば、もう少しあがきようも……きっと、あるはず。

『……ねえ、あなた』

　ふっと、温かな声を聞いたような気がしてそちらを見る。だが、そこには誰もいない。そう、自分には誰もいない。何もない。そんなことはわかりきっていたはず。






　さよならだけが人生だ、と誰かが言う。

　だが、そうなのだとしたら、俺はなぜ、今も生きているのだろうか。






　――大事なものとは、もう別れたくなんかない。

　それだけが人生ならば、生きていく意味など、もう、どこにもないはずだ。






（ひとりにしないでくれ）
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「……っは、あ……」

　額に伝う、不快な汗。それは火照った肌の上では、ひどく冷たく感じられた。それを乱暴に腕で拭って、それから呼吸を整えていく。

　あかりの一つも灯らない、暗い部屋。その中心で、伊坂は先程見た夢をただ反芻していた。

（……ひどい夢。っていうか、いつものアレか。何回目だ？　あいつと別れてから……俺は）

　どうしようもない喪失感に苛まれつつも、徐々に頭の芯が冷えていくのを感じる。夢の中ではなく、現実でなら、きちんと理解できているのだ。もう、過去には戻れないのだということを。

「……あほらし」

　呟いて、最後に細く息を吐く。もう、心は一気に凪いだ。

（時計、時計……とけ……ん？）

　枕元にあるはずの時計を探して、伊坂は眉間にシワを寄せる。待て、何か大事なことを忘れてはいないだろうか。自分は、あの日、部屋を飛び出してから一度も自分のマンションには戻っていないはず。ずっと、ホテル住まいを続けていたはず、だ。

　ならば、じゃあここはどこだ？

（うわ、マジか。俺もまだまだ捨てたもんじゃないってこと？）

　酔っ払った勢いで、どこかのお嬢さんの家にでも上がり込んだのだろうか。そう思ったら、なんだか妙に気持ちが沸き立ってきた。もうずいぶん、誰かと肌を重ねるなんてしていない。

　さて、今夜の宿を貸してくれた女の子とはいったいどんな子だろう。別に可愛くなくとも構わないが、どうせならタイプの子ならいいのにな、なんて。そんなことを思いながら、自分の肌を覆うシーツに目を落とす。

　と、隣から微かな寝息が聞こえてきた。

「……んん」

　どうやら、ビンゴだ。

　ダブルベッドだったせいで、すぐには同衾者の存在に気づけなかったがやはり自分は誰かの家に潜り込んだらしい。

　遮光カーテンの裾から漏れる光を見るかぎり、もう明け方だ。きっと太陽がしっかり昇ってしまえばこの子ともお別れ。ならば、今だけでも……

（ちょーっとくらい、甘えたってバチは当たらねえよな。うん、当たらねえ）

　その子の頭まですっぽりと覆った布団を、指先で摘んで、ちょっと持ち上げる。

　真っ白なシーツからはみ出ている髪の毛は茶色く、短い。ショートヘアの快活な女の子ってのも悪くないね、と胸が高鳴る。そして、つまんだシーツを顎下までさげた。

「…………」

　現れたのは、透明度の高い、綺麗な顔立ちの……

「う、うそぉ……」

　男の子、だった。

（待て待て待て待て、俺、何しちゃってんの？　マジで？　え、マジで？）

　生まれてこの方、自分にはそんな傾向はなかったはずだ。一度だって、同性をいいと思ったことはない。なのに、どうして隣に眠る少年は全裸なのだろうか。

「…………」

　たまたま。たまたま、だな、と思考が現実逃避を始める。

　たまたま、酔っ払ったところで意気投合して彼の部屋に招かれたんだ。そして、たまたま、この子の部屋にはベッドしかなくって。たまたま、この子は裸で眠るくせがあった。ただ、それだけだ。

　そう……よく考えれば自分が全裸なのも、そうたまたまで。全裸で眠る癖なんか、ないんだけど。

（やばい、冷や汗がやばい。……っていうか、この子いくつ？　まさかの淫行条例違反になったりする？　うわあ……）

　まずい。さすがに、まだそういう意味で死にたくない。

　だが、隣で眠る彼はなかなかにあどけない顔をしている。いったいいくつかは知らないが、相当に危ないラインなのではないだろうか。

（よし、逃げよう）

　自分の中でそう結論づけて、薄暗闇の中あたりを見回した。

　部屋の間取りはよくあるワンルームマンションのそれのようだ。部屋のドアを開ければ、短い廊下のどん詰まりのそこが玄関だろう。

（ほんと、ごめん。でも、なんか俺、色々受け止められないっす）

　心の中で彼に謝ってから、そうっとそうっと布団から抜け出そうと――ガシャン。

「へ？」

　思っても見なかった硬質な音が鳴って、動きを止める。

（いやいや、まさかまさか）

　それを確かめるべく、もう一度身体を動かすと、足が変に引っ張られるような感覚を覚えた。布団をめくって、足を確認する。

　すると、足首の部分にしっかりと銀色の輪っかがかけられていた。それはチェーンでベッドの骨組みであるパイプに繫がれていて……

「マジっすか」

「マジっすよぉ、英志えいじさん♪」

「ひ……っ!?」

「どうもぉ、おはようございます」

　あわわ、なんて言葉をリアルに発することが、まさか自分の人生であるなんて思っても見なかった、と伊坂は思う。

「お、おまっ、お……」

「あれぇ、忘れちゃったんですかぁ？　あーんなに熱い夜を過ごしたのにぃ……」

「熱い……夜……？」

「そう、あ・つ・い・夜、です♪　あぁんなに、求められたのは久しぶりでした。英志さん、溜まっちゃってたんですかぁ」

　上半身を起こした彼は一糸まとわぬまま、呆然としている伊坂の身体に跨がった。そして、そのまま顔をぐっと近づけて嫣然えんぜんとした。

　鼻先をくすぐる吐息と、身体にかかる他人の重みに、伊坂は思わず後ずさるが、ベッドの上ではどうしようもない。

「あのー……えーっと、俺、言い訳……とか、してもいーですか」

　情けない声をあげると、彼は一瞬考えるような素振りを見せた後、無情にも首を左右に振った。

　そして、伊坂の鼻の頭に自分の鼻をくっつけて……

「責任……とってくれますよね」
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「さ、召し上がれ～。僕のモーニングって、結構好評なんですよぉ」

「お、おう……いただき、ます」

　小さな座卓を挟んで二人、手を合わせる。

　フォークを手に取ったあと伊坂は目の前に置かれたワンプレートの朝食に、一瞬眉を寄せた。スクランブルエッグに、ベビーリーフのサラダ、ハーブ入りのウィンナーに、クロワッサン。それと丁寧にカットされた果物。そして、極めつけはコンソメスープ。

　美味そうではあると思うのだ。だが、なんというか、四十も半ばの伊坂としては少々洒落っ気がありすぎる。まあ、これで相手が女の子だったら、それはそれで美味しくいただけたかもしれないあたり、げんきんだとは思うのだが。

（白米、味噌汁、納豆……それで充分なんだな～とか思うわ。うん、若い……彩りが若い）

　だが、当初の自分の見立てよりは彼の実年齢が若くないことを知って、先程安心したところである。

「どうです？　美味しいですか？」

「あ……うん、美味い。けど、オジサンにはちょっと多いかも。残したらすまん」

「ええ？　いいですけどぉ」

　彼の名前は杜屋もりや薫かおる。

　なかなか童顔で幼く見えるが、実際は現役大学生の二十歳。よかった、一応成人しているのであれば、何があろうとも無理やりでなかったのならセーフだ。セーフ。

（……んん、スープが荒れた胃に染みる）

「……なんかいいですよねえ、誰かと一緒に摂る朝食って。僕、ひとりだったらいつも食べませんもん」

「あ、ああ……そうなの？　いや、まあ一般論として朝ごはんは食べたほうがいいよ。わかんないけど……俺もあんま、食べないし」

「ははっ、なんですか。それ」

「なんですかって……まあ、言葉の通りっていうか」

　杜屋は小さくクロワッサンをむしって口に運ぶ。その仕草はどこか女性的で、今どきの若者の草食化ってこういうことなのかな、なんて伊坂はぼんやりと思考を飛ばした。と、不意に視界の端に、例の銀の輪を見つけ、フリーズする。

　そうだ。

　何を和んでいるんだ。こいつは、危ないやつだったのに。

「あ、あー……それで、その、なんだ。杜屋くん？　だっけか」

「薫、でいいですよぉ」

「いや、それはなんかね、その……うん。で、だ、杜屋くん。なんだって、俺はあんなものを足にはめられてたんですかねえ。新手のプレイ？　なんちゃって、はははっ」

「え？　そうですけど？」

「え」

　さらっと涼しい顔で言い切られて、グッと伊坂の体温が下がる。いや、実際に下がったわけではないが、体感的には相当に寒い。自分でも知らないうちに、新たな何かの扉を開いてしまったのだろうか。

「嫌ですねえ、忘れちゃったんですか？　英志さんが望んだんですよ？　オジサン、こういうの興味があるんだけど～……なぁんてね」

「え、嘘」

「ほ・ん・と、です♪　僕もジョークグッズとしては持ってましたけどぉ、まさかこんなふうに使う日が来るなんて、思っても見なかったですよぉ」

　そう言って、杜屋は持っていたフォークをりんごにぶすっと突き刺した。

「……ひえ」

「オジサンって、やっぱり色々知っているんですねえ。年の功ってやつですかねえ？　僕、溺れちゃいました。あんなに、熱い夜……ハジメテ」

「お、おおおお、オジサンをからかうんじゃない」

「あははっ」

　漏れ出た声はかすれて、しおれて、とても残念だ。

　それとは対象的に杜屋は楽しそうに笑って、りんごを口に放り込む。しゃきっと小気味いい音がして、伊坂はつばを飲んだ。

「……んっ、それで……なんですけど、英志さん」

「は、はい？」

　まだなにかあるのか、と伊坂はもはや涙目だ。

「行くところないって、昨日言っていましたけど、あれって本当ですか？」

「え？　あ、うん……オジサン、バツイチで……」

「はいはい、バツイチの住所不定無職のギャンブラー。清々しいほどに、人間のクズですね」

「うぐっ。待って、本当のことでも言っていいことと、悪いことってあるんだよ」

「自分で言ったんじゃないですかぁ」

「自分で言ったの、それ。じゃあ……仕方ない、か」

　視線を下げると、杜屋がおかしそうに笑ってみせる。そして、伊坂に促すように手で皿を指した。

　……まったく食欲が無い。だが、食品に罪はない。

　もそもそとクロワッサンを口に放り込んで、噛み潰す。それを飲み込む前にベビーリーフをかきこんで、スープで流し込む。腹に収めたら、そのままウィンナーも平らげて、手を合わせる。果物さん、あなたたちまでは無理だ……と内心で呟きつつ。

「それで、行くところないなら僕のところに住んだらどうでしょう？」

「あえっ」

「なんですか、いまの」

「いや、いやいやいやいや！　それはダメでしょ、まずいでしょう」

「どうしてです？　今更そんな世間体とか気にするタイプには見えませんけど」

「どう見えてるのか知らないけど！　気にするタイプなの！」

　そう大声で言い返すが、杜屋は心底不思議そうな顔をして小首をかしげるばかり。そして、彼はずいっと座卓越しに身を乗り出して距離を詰めてきた。

「ちかっ、近いって」

「職もなし、家もなし、待っている家族ももちろんなし。……それで、世間体だけ、気にするんですか」

「…………」

「ね、僕と一緒に暮らしましょうよ。こう見えて僕、結構稼ぎあるんで、当面大丈夫ですよ。プー太郎継続してもらっても」

「いや、だから、その」

「ね……？」

　じりじり後ずさる伊坂を追いかけるように、杜屋が距離を詰める。だが、座卓越しである以上、限界があった。

（やべえ。どう考えても、いや考えなくても、この子、やばい子だ）

　ちらっと玄関の方に視線を向ける。

　今は足が戒められているわけでもない。自分には多少の心得もあるし、パッと見た感じ杜屋は肉体派ではないだろう。

　逃げるなら、今しかないような気がする。

「あー。うん、えーっと、そうだなー。うん、悪くない提案だと思うよー。ありがたいなー」

「恐ろしいほどの棒読みですねえ」

「いやいや、そんなことないですよぉ」

　じりじりと動く方向を、徐々に曲げて玄関側を向いていく。

「いやでもさ、オジサン、ホテルに荷物置いてきちゃってるしね」

「駅前のサンライズホテル、２０３号室ですよね」

「ひっ」

　にっこりと笑った杜屋に、伊坂は頬を引きつらせる。

「あ、ああ……じゃ、まあそういうことで！」

「あっ」

　一気に立ち上がり、玄関まで走る。一瞬チェーンに手間取ったが、なんとか靴を突っかけて外へと走り出た。

（やばいやばいやばい！　ぜーったい、やばいやつ！　目のハイライト、消えてたって！）

　外界は涼しい屋内と違い、べたっと気持ちの悪い生ぬるさがあった。

　ひとまずアパートの階段を駆け下りて、それから右も左も分からないが適当に走る。しばらく行ったところで、大きな街道へと行き当たった。そこでようやく足を止めて、振り返る。もしも、追いかけてきていたらどうしよう？　と、一瞬思ったが杞憂に終わったらしい。後ろには、影も形もない。

「はは……ホラー映画の見過ぎだったかね」
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「オジサンってば、爪が甘いなぁ。こーんなもの、置いてっちゃって」

　そう言って、杜屋はベッドの上に目をやった。そこに落ちていたのは、濃い茶色の小さな革製の手帳。それを杜屋は拾い上げて、楽しそうに口の端をあげる。

「狙った獲物は、ぜーったいに逃さない……ふふっ」
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（ホテルもバレてるし、どうしたもんか）

　とは言ってみても、多少の先立つものはあれども、ビジネス以上のクラスのホテルに長逗留するわけにもいかない。

（まー、アパートかなんか借りてみてもいいけど。でも保証人とかなー、なってくれる人、すぐには思いつかないぜ？　田舎の親に頼むってのも、なんか気が引けるし……）

　ホテルから荷物を引き上げて、街の中をふらふらと歩く。太陽はちょうど頭の真上くらいで、路行く人々の顔には覇気があった。そんな中、鬱々とした気持ちで徘徊する自分はまるで亡霊のようだ、と伊坂は思う。

　地についているはずの足は、ふよふよと右往左往。行く当てなんかないのに、歩き回るさまは、やっぱり亡霊ではなく不審者のそれかもしれない。

「……お、不動産屋」

　窓ガラスに貼られた間取り図をみて、唸る。やはり、保証人不要の物件は高い。しかも、ここから家具家電を買って、と思うとなかなかの出費だ。だが、どう考えてもあの狂気じみた杜屋から逃げるためのシェルターは必要だろう。そもそも一緒に住もうなんて言い出したのは伊坂が住所不定無職、だからだ。

　ならば、住所だけでも確定させてしまえば……

「……ごめんくださーい。誰かいますー？」

「はい、本日はどのようなご用件でしょう？」

「あー、なんでもいいんですけど、安くて、保証人不要で……できれば家具家電つきの家、なんてあります？」

　伊坂の言葉に、スーツ姿の若者が動きを止める。

　いったい何を言っているんだ。このおっさんは、そんな思いがありありと表情に浮かんでいるが、伊坂はそんな彼のことをまるっと無視して、肩をすくめた。

「あ、あと事故物件もやめてね。俺、ゆーれいとか苦手なんて」
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「……あらぁ？　アナタが伊坂さん？　なーんか、思ってたよりずいぶんとオジンね」

　事前に不動産屋で用意していた捺印済の契約書を渡すと、この大塚荘の大家である大塚夏生は眉根を寄せた。

「えー、ひどくないっすかー。ま、仲良くしてやってくださいよ、な・つ・きちゃん！」

「ちょっ、なによー！　暑っ苦しい！　アタシの手、気安く触んないでちょうだいよね？」

　夏生は握られた手を振りほどいて、腕を組む。伊坂は一瞬、中性的な見た目をしている夏生のことを彼と思うべきか、彼女と思うべきか悩んだが、ひとまず彼女という扱いにしておくことにした。

　不動産屋が紹介してくれた、この大塚荘は一軒家タイプのシェアハウスだ。たまたま最近二部屋空きが出たらしく、家具付きの部屋が空いていると言われたのだ。金額の安さもさることながら、ハブ駅からそうアクセスが悪くないこと、保証人も不要とあれば、一も二もなく飛びつくしかなかった。

（男限定のシェアハウスって聞いたときは汚いかもな、と思ったけど……オネエちゃんが管理人ならそんなこともなさそうだ）

　玄関で靴を脱ぎ、夏生に促されるままリビングへと向かう。そこは間取り図にあったとおり、なかなか広く開放的だった。大きな窓の向こうは小さめではあるが庭が広がっている。そこには誰が育てているやら、家庭菜園があり、みずみずしい青さが目に痛いほどだった。

「はー、シェアハウスっても、普通の家みたいだな」

「そうね、普通にアタシにとっては生家ですし。ちょっと待っていてね」

「はーい」

　パタパタと音をたててスリッパを履いた夏生が廊下へと出ていく。伊坂はなんとなく手持ち無沙汰になり、壁に飾られている写真やイラストなんかを眺めていた。

（手作りのレースの飾り……なんだっけ、おかんアートっていうの？　これ、そういやアイツも一時期作ってたっけ。でも、ぜんぜん上手くできなくて……）

　壁に引っ掛けられているそれは、おそらく夏生の自作だろう。だが、網目はきちんと等間隔で整えられ、美しいカタチを保っている。いつか、自身の妻が作り上げたソレとは大違いの出来だった。

「おまたせ～。うちの自慢の店子くんたちよ」

「……あっ。どうも」

　夏生に声をかけられ、慌てて振り返る。すると、そこには二人の若者が立っていた。ひとりは長い黒髪の下の瞳が、困ったように揺れていて、自信なさそうで……今どきの文学青年ってこんな感じか？　と思わせる風貌だった。

　そして、もうひとりは……

（ヤンキー丸出しだな、オイ）

「はじめまして、今日からお世話んなります。伊坂英志、43歳！　よろしく～」

「あ、はじめまして。えっと、俺は基山もとやま要かなめ、です。年は～……」

「言わなくていいだろ、バカ」

「あ、そ、そうだね！　うん、そうだった。でも、えっと、教えてくれたし、24歳です。どうも」

（うわ、この子いい子だな～）

　丁寧に頭を下げた基山に、笑って手を差し出す。すると、基山は少しだけ緊張したような表情で頬を赤らめた後、きゅっと軽く握り返してきた。

（で、このヤンキーですよ）

「……矢澤やざわ修二しゅうじ」

「しゅ、修くん、なんかもうちょっと、こう！」

「ふあぁ……じゃあ、どうも」

「はい、どうも。要くんに、修くんね。よろしく～」

　このクソガキ、と内心で思いつつ、笑顔を作る。パッと見た感じ、要と同じく、20代前半だろうか。まだまだ元気な盛りなのだろう。自分が一番偉い！　強い！　と思っているのだ。そういうやつは往々にして、20代後半あたりで壁にぶち当たる。これは、体験談だ。

「この子たちは、大塚荘期待の星なのよ」

「ちょっ、夏生さん！」

　慌てた基山を見て、夏生はにんまりと意地悪な笑みを浮かべた。そして、後ろ手に隠していた何かを伊坂の前に突き出した。

「ＣＤ？」

「そ！　この子達のバンドのよ！　すごいのよ～、全国ツアーとかしちゃうのよ！」

「え!?　マジ？　そりゃ、すごい！」

「いや、そ、そんなすごくなんか……っ」

「えーえー！　要くんは何やってんの？　パートは？」

「ぼ、ボーカル……です」

「うわあ！　花形じゃん！　すごいねえ、オジサン感心するわ！」

「ふふん、そう。すごいのよ。もっと感心してちょうだい？」

「いや、夏生さんのバンドじゃねえし……」

　ぼそっと呟いた矢澤に、伊坂は思わず笑ってしまう。

「お母さん、みたいな気分になるんだよ」

「そうそう、おか……違う！　お姉さま！　アンタたちのお姉さまみたいな気分なのよ！」

「オネエだけに」

「そう、オネエだけに」

「ふはっ」

　伊坂と夏生のやりとりに、今度は基山が笑ってしまう。だが、彼は慌てて手で口を覆った。笑ってしまったのがなんだかバツが悪かったのかもしれない。

「それと、後もうひとり、店子がいるんだけど～……そいつは今仕事中なのよね」

「へえ、何してる人なんすか？」

「俺たちの同級生で、今はスポーツジムで働いているんです。稜……あ、っと、鳥飼とりかい稜りょうって言うんですけど」

「スポーツジム！　へえ、なんだかここのシェアハウス、本当に若い子ばっかりなんだな」

「当たり前よ、シェアハウスってそういうものなの」

「んじゃ、俺はみんなのお兄さんってことで、一つよろしく」

「オジサンでしょ？」

「……ええ、夏生ちゃんはオネエさんなのに？」

「ちょっとまって！　アンタとはずいぶん年が違うと思うわ！　アタシのほうがまだぜんっぜん若いわよ!?」

「ええ～……？　三十路超えたら変わんないって」

「ま、嫌だ！　み、三十路なんて……そんな！」

「あ～……俺、部屋帰っていいっすか。朝までレコーディングだったんで、眠いんすけど」

　ふぁあ、と再びあくびをして矢澤が夏生に視線をやった。

　なんだ、彼の不機嫌さは寝不足からくるものだったらしい。ならば、多少は仕方ないだろう。さっきは、悪かった、と思いつつ伊坂は夏生にうなずく。

「二人とも、ありがと。これからよろしくね～。で、夏生ちゃん、俺……どの部屋使ったらいいんだっけ。荷物はバック一つだけど、まあ重たいし。そろそろ置きたいかな～って」

「そうね、じゃあひとまずおひらきね。基山くんも、矢澤くんもありがと。おやすみなさーい」

「は、はい、おやすみなさい！」

　何も言わず、早々に部屋を出ていく矢澤。そのあとを、基山は何度かぺこぺこと頭を下げた後ついていった。

「で、お部屋ね。お部屋。ちょっとついてきて」

　夏生に促され、リビングを出る。通された部屋は一番リビングに近い一階の部屋だった。

「おお。家具付き」

「あるものはなんでも使ってくれて構わないわ。一応お掃除とかしたけど、なにか気になることがあったら言ってちょうだい？」

「はいはい、ありがと。ちなみに、前住んでいたひとはどんな人だったの？」

　何の気なしに訊ねると、夏生はうーんと唸って小首をかしげた。

「なんて言ったらいいのかしら。広告代理店のサラリーマンで……明るくて、元気で、それで、なんていうの？　犬系男子？　ちょっと……」

「アホっぽい」

「そう、それ。でもいい子よ。少なくとも部屋を汚く使うタイプではなかったから安心しなさい」

　それじゃあと言って、夏生は部屋を出ていく。その背を見送った後、そういえば夏生の部屋の場所くらい聞いておけばよかった、と思うが、もう遅い。

　それに……

「うおー、ベッドー。俺の部屋ー」

　ごろん、と備え付けのベッドに寝転がる。安物の薄っぺらい布団だが、一応新しく買ってくれたものらしく先住者の気配はない。それでもフレームを見れば、相当使い込まれていることはよくわかった。

　しばらくはずっとビジネスホテルに住んでいたもので、こういう生活感とは無縁だった伊坂。だから、無性にこの部屋のくたびれた家具の数々が愛おしく思えた。

（ベッドに、カラーボックス、簡易タンス、座卓……充分すぎる。テレビがないのと、禁煙なことはアレだけど……それでも、この装備でこの家賃とか最高。食事も手作りを出してくれるとか言うし……シェアハウス様様だな）

　いつまでいるかはわからないが、しばらくはこの部屋に滞在する予定だ。どうぞ、よろしく、と心の中で部屋に挨拶をして、目を閉じる。

「…………」

　ああ……着替えないと、服にシワがつくって、また怒られる。

　そんなことを思ったが、よくよく考えればもう怒ってくれるその人は自分の傍にいない。だったら、いくらシワがつこうが何しようが、もういいだろう。

（……眠くなってきたな）

　まどろみ始めると、途端に周りの音が何故かよく聞こえる。

　矢澤が寝返りでも打っているのか、たまに上から聞こえるギシッとベッドがきしむ音。それからリビングの方からは、かすかに夏生の鼻歌や料理の仕込みでもしているらしいトントントンという何かを切る音。

　それら、なんでもない音が、今はひどく心地よかった。

（人の生活音のある家……なんて、久しぶりだな）

　飛び出したあのマンションに、自分以外の生活音が響いていたのはいったい、どれほど前のことだろうか。

　そう、思うと……無性に、伊坂は寂しくなった。
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「コンコンコン。おっじゃまっしまー……って、ありゃ」

「寝ているわね、オジサン」

　ドアを細く開けて中を覗く夏生と、鳥飼。

　伊坂の歓迎会の話がしたかったのだが、と思いつつも、彼らは顔を見合わせてドアを閉じた。

「稜、悪いわね～。でも、あんなふうに眠られちゃあねえ」

「確かにー。こりゃ仕方ないって。挨拶はまた今度ってことで」

　伊坂の口の端から垂れていた涎と、やたらだらしない寝顔。だが、安心しきった顔で爆睡するオジサンの姿には、なかなかの悲哀があった。

（この年齢でシェアハウスにくるとか、訳ありです！　って言っているようなものよねえ）

　夏生はそんなことを思いながら、またひとりお節介しなくちゃならない相手が増えたわ、とため息をついた。

















第二章












「うあー……よく寝た」

　ベッドの上でぐうっと伸び上がって、深く息を吐く。指先で顎を撫でると、ずいぶん無精髭が伸びてきていた。今日あたり、一度整えておかないとさすがに見た目がまずいかもしれない、と思いながら、伊坂はベッドから足をおろした。

　――大塚荘に越してから、はや半月と少し。

　もうずいぶんここに馴染んだような気もするが、その分ある種のくすぐったいような、煩わしさにも似た感情が出てきた。

　そう、たとえば……

「おはよ、夏生ちゃん」

「おはようじゃないわ。おそよう、よ。英志、アンタもっと早く起きなさいよね？　だらっしないわ～」

（夏生ちゃんの小言とか）

　気づけば伊坂さん、から、伊坂になり、そして、英志と呼び捨てになった。こうなると、ますますお母さん感がある。

　そして、最初は人当たりの悪さから内心不快に思っていた矢澤についても、夏生には逆らえず従っているところを見てしまうと、親近感が湧いてくる。そして、なんだかんだ可愛くも見えてくるのだから不思議だ。

「ちゃっちゃと食べて、お皿、洗っておいてちょうだい？　アンタが最後なんだから」

「はーい」

　まだ眠たい目をこすりながら、ダイニングテーブルにつき手を合わせる。眼の前にはご飯とお味噌汁、それから小さな鮭の切り身に、ほうれん草の胡麻和え。端っこには別皿で温玉まで置いてある。

（そうそう、朝ごはんってのはこういうのが最高だ）

　いつぞやの、あの子。

　彼は元気だろうか、とぼんやり思いつつ、味噌汁を吸う。口の中いっぱいに広がる滋味に伊坂は、逃げられてよかった～としみじみとした。

　点きっぱなしのテレビからは、ワイドショーが流れている。内容は美容ストレッチについてのようで、まったく伊坂は興味を持てなかった。だが、向かいの椅子に座った夏生が真剣な顔で、上半身を捻ったり、足の上下運動をしていたりするのだから、チャンネルを変えることはできない。

（相変わらず、美意識の高いことで）

　家の中が静かなことから、鳥飼たちは家を出てしまっているらしいと気づく。だが、そういえば今日は昼をみんな家で摂ると言っていた気がする。ということは、遅くともあと一、二時間の内には、みんな帰宅するのだろう。

「まったく、ぼんやりした顔をして。ねえ、アンタって……」

「うん？」

　鮭の切り身を箸で割っていると、夏生に声をかけられる。だが、夏生が二の句を継ぐ前に大塚荘の固定電話が鳴った。

「あ。……はい、もしもし。大塚です」

　いったい夏生がどんな話をしたかったのかはわからないが、どうせ伊坂にとっていいことではないだろう。

（今のうちに、食っとこ）

　温玉を白米に乗せて、割る。とろりと黄身が溶け出して、米粒の間に垂れ落ちていった。

「……んまい」

「ええ、ええ。はい、ぜひぜひ～♪　ではまた」

　ぷちっと電話を切った夏生が、紙に何かをメモしていく。その上機嫌な様子に、伊坂は小首をかしげた。

「どしたの、夏生ちゃん」

「入居希望者よ～。嬉しいわ～」

「へえ、よかったね～。今空き部屋、いくつあるんだっけ」

「ん？　あと二部屋ね。ま、でも一部屋はあんまりよくない部屋なのよ。北向きだし、他と比べて少し狭くてね。だから、普段は使わないから……まあ、実質一部屋ね」

「じゃあ、満室なんだ。すごいな」

「ふふん、まあね」

　胸を張った夏生がにんまりと笑う。

「で、どんな子？　オジサンだったら嬉しいんだけどぉ～」

「ないわね」

「そりゃそうか」

　最後の一口を放り込んで、味噌汁で流し込む。そのまま飲み下すと、伊坂は皿を重ねて手を合わせた。

「ごちそうさまです」

「お粗末様」

「それで、どんな子なの？」

　重ねた食器を流しへと持っていく。そのまま水を出して、お椀の中へと入れておいた。これであとで洗うのも楽になるだろう。

「もともとね、この大塚荘は学生用の下宿だったのよ。今日問い合わせのあった子みたいにね～」

　テーブルへと戻ってきた伊坂に視線をやって、夏生は大仰に肩をすくめた。

「ははは、オジサンがいてすみませんね。学生さんか～、大学ってこと？」

「そ、大学三年って聞いたわ。二十歳ってことかしら。わっかいわ～」

　ふうんと返して、伊坂はコップに水差しから麦茶を注ぐ。

　大学生が入るのに、確かに適した環境だ。だが、三年生から……しかも春でもなし、こんな時期に、と思うと気になる。まあ、でも何かしら理由があるのかもしれない。住んでいた家が急に取り壊しになると決まったとか。

（いや、さすがにそりゃないか）

「男子学生ね～」

「んふふ～、素直で可愛い子だといいわぁ。も・り・やくん♪」

「!?」

「な、何よ。急に立ち上がったりして」

「あ、や、いまなんて？」

「もりや、くんって言ったけど」

「あー、あ、そう」

　生返事をしながら、椅子に座り直す。さすがに、全国に何万人の〝もりや〟がいると思っているんだ。名字が知り合いと同じぐらい、よくある話だろう。

（まさか。うん、まさか……だよな？）

「あ、そうだ。ていうか、そんなことより、英志。アンタ、仕事は？」

　ついに来たか、と伊坂は思う。

（あ～……答えたくないな）

　だが、逃げられる雰囲気でもない。視線をそらしてみるが、夏生は微動だにせず引き下がることはなかった。

「あーあ……えーっと、こうみえて、以前は公務員でした」

「はあ、それでいまは？」

「……む、無職」

「はあ!?　あっきれたー！」

「て……てへ」

「てへじゃない！　アンタ、ぜんっぜん働きに出るような感じもないし、かといって家でなんかしてるわけでもないし、ってずっと気になってたのよね。でもまさか、無職だなんて……トレーダーとかでもないの？」

「な、ないねえ。そういうのはやらない堅実派なのよ、俺」

　はああああ、と深くため息をついて、夏生は唇を尖らせた。

「せめて、家事、手伝いなさい。無職の間だけでもいいから」

「え？」

「なにかがあって無職になったんでしょうけど、そんなことアタシには関係ないわ。アタシは、大家っていうのはただ店子の心身の健全さを保つのが役目だと思っているの」

「は、はあ」

　それでどうして、家事手伝いを……と伊坂が首をかしげる。すると、夏生はずいっと指を突き出してきた。

「人間ね、役割がないとダメなのよ。しがらみがありすぎるのも当然よくないけれど、なんにもない……無敵のひと、っていうのは何よりも怖いもんなのよ」

　彼女の言っていることは、至極まっとうではある。だが、人生にはたまには休暇も必要なはずだ。……少なくとも、自分は今まである程度レールに沿って、まともに生きてきたのだから、いまさらこれくらいで踏み外すなんてことないはずだ。

「見える。見えるわ、アンタの考えていること」

「へ？」

「俺は大丈夫、別に心身も健全だし、いまは人生のバケーションなんだ、って」

「うぐ」

「そういうやつほど、ぜんっぜん大丈夫じゃないのよ。店賃、下げてあげるからやりなさい」

「え!?　下げてくれんの!?」

「ほんのちょっと。気持ち程度よ？」

「や、でも何すれば……」

「そうね、アンタ……料理できる？」

「え？　凝ったのは無理だけど……」

「じゃ、アンタは今日から昼ごはん係よ！　うちの店子のために一生懸命、作りなさい！」

「えええ!?　でも、料理は夏生ちゃんの得意分野でしょ」

「アタシ、実は習い事始めたいのよね～」

「え？」

　ちらっとテレビを見ると、もう先程の美容ストレッチ特集は終わっていた。だが、その講師は引き続き、テレビに出ており……

「いいわぁ……美尻トレーニング……」

（びじり……）

「というわけで、さっそくよろしくね。アタシ、部屋でストレッチしているわ」

　それ以上、とくに返す言葉もなく、伊坂は席をたつ。シンクの前までやってきて、スポンジに洗剤を出した。黄色のスポンジに伸びる、オレンジの液体。そこからは柑橘類の香りが立ち上ってきた。

（さて、昼メシね……何を作ったらいいやら）

　皿を一枚ずつ丁寧に洗いながら、考えを巡らせる。今日、食べるのは自分、鳥飼、矢澤、基山、それから夏生。オネエさんである夏生はともかく、若い男子の多いこと。ということは、ある程度がっつりしたメニューのほうが喜ばれるのかもしれない。

（カレー、とんかつ、ラーメン……うーん）

　なんだか、どれもしっくりと来ない。

「ふふっ」

（けど、こうやって考えるのって案外楽しいんだな）

　誰かに飯を作るなんて、いったいどれくらいぶりだろう。アイツと結婚してからは少なくともなかったように思う……あったとしたら、恋人時代、だろうか。それに、そもそも誰かの手料理をこんなにしっかり食べたのだって久しぶり……

「あ」

　……ではなかった。

　頭に浮かぶ杜屋薫のまだあどけない寝顔。そういえば、彼の手料理を自分は食べたではないか。






『んふふ～、素直で可愛い子だといいわぁ。も・り・やくん♪』






「いやまさか、ね」
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「ただいまです～……わ、いい匂いですね」

「おっ。おかえり～」

　リビングのドアを開けて、顔をのぞかせた基山が嬉しそうに頬を緩ませた。その姿を見て、つられて伊坂も相好を崩す。

　ただいま、おかえり……なんていい言葉なのだろう。

「今日は伊坂さんがご飯作ってるんですね」

「おう、もうちょっとで出来上がるから待ってろよ～。……っていうか、矢澤は？　今日はバンドのなんかだったんだろ？」

「あ、はい。修くんは上でちょっと休むって言ってました。えと、今日はインタビューがあって……疲れたのかな、たぶん」

「すげえ……っていうかインタビューとか、要くん苦手そう」

「あはは、バレましたか」

　照れくさそうに笑って、基山がキッチンを覗き込む。

「えっ!?　す、すごい量ですね！」

「おう、男の料理よ！」

　伊坂が作っていたのは、大きなホットプレートを２台使って作った、焼きそばとお好み焼き。それと、具材はウィンナーのたこ焼きだ。

「こ、こんなのなかなか大塚荘じゃ出ないですね」

「夏生ちゃんはさ、こういうの好きじゃないかもしんないけど、若いやつらが多いだろ？　たまにはこういう食い出があるやつもいいんじゃないかと思ってさ……っと！」

　言いながら、フライ返しでお好み焼きをひっくり返す伊坂。落下した楕円形のそれはじゅうっと小気味いい音をたてて、綺麗に着地した。

「おおっ……すごい」

　ごくりとつばを飲み込んだ基山に、伊坂はにやりと笑う。

「あと、もう一回あるぜ」

「……よく考えたら、俺、お好み焼きってひっくり返したこと無いかもしれないです」

「え？　マジで」

「はい。バンドで行くと、ベースの子か……修くんが焼いてくれるし、高校のときは稜が、世話焼いてくれて……な、情けないんですけど」

　伊坂はなんとなく、意外だと思ってしまう。どちらかというと基山のほうが何くれとなく世話を焼くほうかと思っていたが、存外矢澤や鳥飼も面倒見がいいのかもしれない。

「じゃ、あとでひっくり返すか？」

「え、いいんですか？　で、でも、失敗したら……アレだし」

「最後の仕上げはなかなか失敗しねえよ。だいじょーぶい」

「は、はあ……」

　基山が伊坂の隣に並ぶ。伊坂もそう身長が低いわけではないのだが、こうやって並ぶと基山は大きい。１８０は超えているだろう。

（それにしちゃ、細すぎるけど）

「あ、あのっ」

「んー？」

「伊坂さん、慣れました？　なにか、困ってたり……しません、か？　俺、割と、長いから……だから、何かあったら言ってくださいね」

「はー、要くんマジいい子。別に困ってないよ。ま、みんなそれぞれ働いているしね、夏生ちゃんくらいじゃねえかな……関わりがしっかりあるのって」

「まあ、そうですよね。みんな、大人ですし……」

　じゅうじゅうと音をたてるお好み焼き。それをじっと眺めながら、今度は伊坂が口を開いた。

「俺の部屋のさ、前に住んでいた人ってどんな人だったの？　なんか、要くんは仲良かったって聞いたけど」

「仲良かった……って言っていいかわからないんですけど、西村くんは……そうですね、うぅん……い、犬？　っぽい人です」

「犬」

「そう、犬ですね。人懐っこい、いい人でした」

「へえ。でもなんでまた出ていったんだ」

「え？　あ、あー……それはその……言っていいのかな」

「や、言いづらいなら聞かないけど」

「あ、や……うーん、伊坂さんはそういう偏見ってなさそうですよね。あー、もうひとり出ていかれた方と、そのおめでたい感じに」

「へえ、そりゃめでた……待って。ここ男限定だよな」

「え、ええ。だから、その、そういうことで」

「はー、なるほど」

　まあ、愛の形は色々だ。自分のそれと違うからって否定するほど、伊坂も若くはない。驚きはしたが。別に嫌悪的な気持ちはなかった。

（というか、俺だってこの間……はー、いや覚えていないからあれはノーカン）

「あ、伊坂さん、音、変わりました」

「お、本当？　よくわかるなー、さすがバンドマン」

「えへへ……」

　先程までの湿り気を帯びていた音から、乾いたものへといつのまにやらぱちぱちと焼き上がる音は変化していた。フライ返しで、ほんの少し裏面を見る。そこはこんがりときつね色に変わり、もうずいぶんと良さそうだ。

「じゃ、よろしく」

　フライ返しを渡して、基山の背を叩く。すると、彼は緊張した面持ちでそのフライ返しの先端をお好み焼きの下に滑り込ませた。

「よっ、ほっ！」

「おお！」

　思いの外高く上がったお好み焼きが、綺麗に半回転してまたフライパンの中に戻る。それを見届けてから、伊坂は拍手を送った。

「お、俺！　修くん、呼んできますね！」

　興奮気味にそういった基山に、笑ってしまう。

「おう。ついでに、稜くんが帰ってきていないかも見てやって」

「はいっ！」

　いつになく元気のよい基山がリビングを飛び出す。パタパタと階段を駆け上がる音を聞きながら、伊坂は一度ホットプレートの電源を落とし、ダイニングテーブルへと持っていった。

（おもってえ。最初からこっちで調理すればよかったな。……反省反省）

「……んん～、やべえ。なにこのいい匂い。って、お好み焼きー!?　マジかー!!」

「稜、うるせえ」

「こ、これ、俺がひっくり返したんだよ！　修くん！」

「おお、席につけ～。夏生ちゃん、買い出しに行ったみたいだけど、もう戻るはずだからな」

　伊坂がそう言うと、各々飲み物を用意して席に着く。空いた皿を前に待ち構えている姿は、さながら飢えたひな鳥のそれのようだ。

「やべえ、英志さんの飯、マジやべえ。このジャンクな感じ、やべえ」

「おう、ジャンクだぞ。ラードたっぷり」

「ふおおお……腹減ったー！」

　騒ぐ鳥飼が地団駄を踏む。と、同時にリビングのドアが開いた。

「ただいま～……なんか、すごい匂いね」

「きたー!!　夏生ちゃん！」

「ちょっ、英志!?　アンタ、キッチン汚れ過ぎじゃない!?　いったい、何作って……って、ああああ!?」

　テーブルの上の料理を見て、夏生が悲鳴をあげる。

「お好み焼きに、焼きそばに、たこ焼き!?　なに、その栄養バランスかんっぜんに無視しましたって献立は!!」

「まあまあまあ、たまにはいいじゃん」

「よくなーい!!　だいたいねえ……」

　……ぐぅう。

「……食べよ、夏生ちゃん」

「ちっ」

　腹の虫が鳴ったことで、一旦説教は取りやめになったらしい。すこぶる悪い態度で席に着くと、夏生は唇を尖らせる。

「もうっ……美味しそうなのが、一番腹立つわ」
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「んんっ、ほんっと美味いなー！　英志さんやべえ、神がいた」

　鳥飼が口いっぱいに頬張ったお好み焼きを飲み下し、笑顔を作る。それにつられて、伊坂も頬を緩めた。

「そんだけ食ってくれりゃ、気持ちいいな！」

「ふんっ……なによなによ、アタシが作ったほうが彩りも綺麗だしぃ？　繊細なお味だしぃ？　健康的だしぃ？」

「あはは……」

　ぶつくさ言いながら、それでも夏生もちゃっかり焼きそばのおかわりをとる。だがその横には脂肪を分解すると謳っているお茶が置かれていた。美容に対する意識は相変わらず高いようだ。

「……歓迎会、やるつもりだったけどこれで充分ね」

「え？　そんなんやってくれるつもりだったの？」

「ああ、俺達の予定があわなくってすみません……」

　しゅんっとした基山に慌てて伊坂が首を振る。今彼らはレコーディング中……要はとても大切な時期なのだ。

「ま、自分で作って自分で祝うのもあれだけど、これでいいよ。うん、気持ちだけ受け取っておきます」

「そう、ですか？」

「いいのいいの、基山くん、気にしなくって。ぷーのオジサンになんかこれで充分」

「え」

　それまで黙ってたこ焼きをつついていた矢澤が変な顔で動きを止める。

「あ、ちょっ、夏生ちゃん！」

「ほんとのことだしぃ？　ぷーたろーだしぃ、バツイチだしぃ、ギャンブラーだしぃ」

「……え、伊坂さん……」

「ちょぉおっ！　夏生ちゃん、どうして俺がギャンブラーって知ってんの!?」

「え、40代……ぷーたろーでギャンブラーってマジか」

　向けられる若者たちからの視線が痛くて、伊坂はわたわたと手を上下させる。

「えっ、と！　今は確かに無職だよ？　だけどね、もともとは真面目に働いていたし、これで結構あんのよ、貯金！」

「へ、へえ……えっと、人生、それぞれですよね」

　基山の優しい言葉が逆に辛くて、伊坂はうなだれる。何か挽回できることはないだろうかと思うが、特に思いつかない。それでも何か言わなきゃ、と言葉を重ねるが……

「ギャンブラーって言っても、最近はぜんぜんよ？　ちょっと競馬とか、麻雀とか……？　そ、それにレートも低いし！　昔と違って全賭けとか無茶はしないよ！」

「やってたのか、昔は」

「おうふ」

　矢澤のツッコミに頭を抱える伊坂。

（なんてこった。素敵なオジサンのイメージが……イメージが……）

　端から誰もそんなイメージは持っていなかっただろうが、伊坂はショックを受ける。それを尻目に、夏生はたこ焼きをまるごと口の中に放り込んだ。

「……あふっ」
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「ふああ……」

　リビングでぼうっとテレビを眺めながら、あくびをする。そんな姿を見て、隣でヨガのポーズをしていた夏生はため息をついた。

「オジサン、だらしないわよ。せめて一緒にヨガでもやりなさいよ」

「ええ？　俺、身体硬いよ」

「硬いからこそ、やるのよ。最初から柔らかくてしなやかな身体だったらやらなくていいわよ」

　それもそうか、と妙に納得し、夏生の隣に並ぶ。そして、見よう見まねで土下座のような体勢をとる。……と、同時に、膝の裏が攣りそうになった。

「ひっ」

「……運動不足ね」

「ふお……お、おう。夏生ちゃん、いつもハードなことしてんのね」

　ふふんっと夏生が息を吐く。そして、ポーズを変更しようとした瞬間――ピンポーン、と来客を知らせるドアフォンが鳴った。

「んん？」

「あ、俺、出るよ」

「あらそ？　じゃ、よろしく～。宅配かしらね」

　伊坂が立ち上がり、玄関まで続く廊下を行く。誰かが通販でも頼んだのだろうか、なんて思いながら、開鍵すると……

「あ、どうもぉ」

「へあ!?」

　思わず、おかしな声が出た。

「ふふっ、なんですそれぇ。大家さんから聞いていません？　新しい、住人」

「な、ななな……おまっ、え？」

「杜屋、薫……ですっ♪」

　にっこり笑って、杜屋が箱入りの菓子を突き出してくる。それを反射的に受け取って、伊坂は引きつった笑みを浮かべた。

「ひ……ど、どうも」

　じりじりと後ろに下がっていく伊坂。だが、足がもつれてしまい、思わずぺたんとへたりこんだ。

「ふふっ、逃しませんって僕、言いませんでしたか？」

「あ、ああ……」






「ぎゃあああああ！」
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（ちくしょう、どうしてこうなった）

　部屋のドアを細く開けて、運び込まれる荷物を横目に、伊坂は心の中で悪態をつく。

　あの日は挨拶だけで、引っ越しは後日……といった感じだったのだが、その悪夢のような後日、が今日だ。杜屋を紹介しようとする夏生からは全力で逃げたが、どのみち文字通りひとつ屋根の下で暮らしていく共同生活者になってしまうのだから、逃げるにも限界があるだろう。

（夏生ちゃんは、スーパーの特売に出てったんだよな。たぶん……時間的に）

　二階にはさっきまで伊坂を匿ってくれていた基山がいる。……まあ、その前に逃げ込んだ矢澤にはこっぴどく蹴り出されたのだが。

（もうあいつのことは修くんて呼んでやんねえ。あんなやつ、矢澤で充分だ）

　……というか、と思いながら伊坂は運び込まれる先の部屋に目をやった。

（俺と同じ、まさかの一階の住人。……そういえば、もう一つ空いている北向きの～ってのは二階だったもんな）






　……杜屋は、自分を追いかけてここに来たのだろうな。

　そう思うと、背筋が薄ら寒くなる。一晩をともにした、というただそれだけでそこまで執着されるのはどうしてだろうか。単純に杜屋が異常と切り捨てることもできるが、それだけではないような気がする。

　昔から言うだろう。火のないところに煙は立たない。煙あればどっかに火がある、といった具合に何かしら自分がやらかしたのかもしれない。

（あの日、何かあったっけ……）

　あの日は、やけ酒を飲んでいた。とてもとても、嫌な連絡が入って、どうしようもなく憤って、堪えきれなくなって……真っ昼間から、夜まで、ずっと。いっそギャンブルにでも行ってやろうかと思ったけれど、そうはせずに行きつけのバーでくだをまいて。

　そうだ。そして、商店街で……商店街、で？

「だーれだっ」

「ひああっ!?」

　突然視界が真っ暗になり、悲鳴をあげる。

「ふふっ、なんです？　そのかわいーい悲鳴」

「杜屋っ!?」

「英志さん、最近悲鳴あげすぎじゃないですか？　僕、悲鳴ばかり聞いている気がしますよぉ」

「お前が叫ばせてんだろ、ばかっ」

　ドアから顔だけを覗かせつつ、杜屋の部屋を監視していたつもりだったが、実際は当の杜屋は自分の背側であるリビングにいたらしい。あまりの自分の間抜けっぷりに悲しくなるが、今はひとまず杜屋から離れるべく、どうしたらいいか頭をフル回転させる。

（関わったらろくなことがねえよ！）

「もー。さっきだって夏生さんが僕を紹介してくれようとしていたのに、逃げちゃうし。ひどいですよぉ」

「お前……まさか……いや、っていうか、その、確認するのもこええ……んだけど、お前、俺を追いかけてきたわけじゃねえよな」

　身構えたまま伊坂が訊ねると、杜屋の表情が一瞬こわばった。だが、すぐにいつもの食えない笑みへと戻る。

「……場所、変えません？」

「えっ」

「杜屋さーん、作業終了です。ハンコ、お願いしまーす」

「はーい」

　引越し業者が玄関のあたりで声をあげる。それに答えて、杜屋は伊坂の返事を待たずに、彼を通り過ぎて業者のもとへと向かう。

「ありがとうございました～」

　玄関の施錠をしてから、杜屋がくるっと伊坂へと向き直る。すると、意味深に笑ってから自室へと入っていった。

（……挑発、だよな。いまの）

　そんな浅はかな挑発に乗っかるほどに子どもではない。だが、杜屋の意図がわからない以上、これに乗っからないと話が進まない気もした。

「ああ、もうっ」

　伊坂は頭をかきむしった後、気合いを入れる。そして鼻息荒く、いざ出陣とばかりに杜屋の部屋へと向かった。
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「まあまあ、ひとまずお茶でもどうぞ」

「あ、ども」

　サイドボードには二つ並んだグラス。その中に注がれているのは色合いからいって麦茶だろうか。だが、あいにく喉は渇いていない。

「……で、なんで追っかけてきたんだよ。俺が何したって？」

「ふふっ、なんのことです？」

「とぼけんなって。お前、逃さないって言ってたろ。それだけ俺に執着するってことは何かがあった……そうだろ？」

　きつい声音でそう問うと、杜屋は眉根を寄せる。そして、少しだけ悲しそうに顔を歪めてみせた。その思わぬ弱々しい表情に、伊坂は内心びくついた。もう誰かを傷つけるのはごめんだ、と思い、さらに踏み込むのをためらってしまう。

「覚えてないんですねえ、本当に」

「わ、悪い……」

「いいんです、別にぃ。ふふふっ、それよりお話聞かせてもらえません？　伊坂英志さん」

「ちょっ、おい」

　伊坂の胸に手をついて、ぐっと押し込む。よろめいてベッドに腰掛ける体制になった伊坂。彼が抵抗する前に、すかさず杜屋が跨がった。

「あなたのこと、もっともっと……知りたいんです」

「何言って……」

　そう言って、杜屋がどこからか手帳を取り出した。それを見て、伊坂ははっとする。

「それ……返せ」

「ふふ、不用心ですよぉ。これ、日記……ですよねえ。いろんなコト、知っちゃいました。喫煙者で、お酒は弱い。そして、無職のバツイチ、ギャンブラー……」

「それだけ知ってりゃ、充分だろ。どけよ」

　むっとしてあしらおうとするが、杜屋は首に腕を回して距離を詰めてくる。伊坂の鼻先をくすぐる吐息は妙に甘い。まるで、何かの花の蜜でも嗅いでいるかのようで、自然と喘ぐように呼吸が上がる。

（香水……？　それとも、こいつの体臭かなんかか？）

　理性をぐらつかせるその危険な香りは、子どもがまとっていいものではない、と伊坂は思う。

「ね、英志さん……奥さんとの間に子どもは本当にいないんですか？」

「……は？」

「子・ど・も、です？」

「それを読んだなら、わかるだろ……いない」

　そうつぶやくと、杜屋は蕩けるような笑みを浮かべた。

「じゃあ、本気になって大丈夫だよね。……って、もう、本気なんだけど……」

　誘うように小首をかしげて、舌なめずりをしてみせる杜屋。彼の尻がぐりっとまだ反応していない伊坂のソレを意識的に押しつぶした。そのまま左右に腰を揺らすさまは、まるで娼婦だ。

「……オトナをからかうんじゃない」

　自分の価値を下げるような杜屋の動きに、異様ないらだちを覚えた伊坂は杜屋の顎を摑む。そして、そのまま唇を塞ぐ。

「……んっ、ん。はぁ、からかってなんかないですよぉ」

　杜屋がそう言って、上目に見つめてくる。長いまつげの下の、黒曜石のような瞳が淫靡に輝いた。

「手帳のことはすみません。でも、置いていったあなたが悪いですよね」

「…………」

「僕……本当に、英志さんに興味があるんですよ」

　男の割に細い指が、伊坂の唇に触れる。そして、つぅっとその輪郭をなぞりあげた。途端にぞくっと背筋に空恐ろしい感覚が走る。

「たとえば、キスの仕方……とか。ね、どんなキス……好きなんですか？」

　首に回した腕に力を込めて杜屋が伊坂に口づける。そのまま伊坂が離れようとするのを制し、舌をきつく吸い上げた。

「教えてくださいよ……っん、ぁ……僕、飲み込みいいですから、いっぱい、教えてくださいよ……」

（こい、つ……）

　ちゅぱっと敢えて音をたてて、杜屋が舌をねぶる。その性技は確かになかなかのものだ。だが、伊坂にはまだ少し退屈なもので……だんだんと、良いようにされている気がして、腹が立ってきてしまう。

「はぁ、んんっ!?　んちゅっ、ちゅ、ちゅぅ……っは」

　伊坂が杜屋の顔を固定して、舌を割り入れる。そのまま歯列を丁寧になぞりあげ、唾液を流し込んだ。腔内をうごめく熱い舌の感触に、杜屋のモノは硬く勃ちあがり、伊坂の腹に押し当てられた。

「あ……っ」

　杜屋の変化に気がついた伊坂が唇を離す。すると、杜屋は名残惜しそうに唇から舌を突き出して、続きを求めた。

「……僕のキス、ダメでした？　結構自信、あったんですけど。ほら、もう素直になってください。伊坂さんだって……あ、れ」

　すりっと腰を揺らして、杜屋は気づく。伊坂のモノはまだ柔らかいまま。そのことに杜屋は呆気にとられたように小さく口を開けた。

「もっかい言うからな……オトナをからかうんじゃない」

　それだけ言って、伊坂は杜屋の脇腹に手を入れて横にどかす。ぎしっとスプリングが音をたてたことで杜屋は我に返ったが、伊坂は手帳を片手に部屋のドアノブを握っていた。

「自分をもっと大事にしろよ、お前」

　それだけ言って、部屋を出ていってしまう。その背に、なんと声をかければ引き止められるのかわからず、杜屋はただ閉まる扉を見つめていた。






「自分を大事にしろ……って」

　扉が完全に閉じた後、やっと声が漏れる。

「何言ってんだよ、くそオヤジのくせに」

　みるみる杜屋の心の中にどす黒い感情が膨れ上がっていく。

　何を善人ぶっているのだろうか。出会ってすぐの自分に手を出した、その事実はシラフの彼がなんと言おうと変えられない事実なのに。……ふざけんな。

「…………」

　ベッドサイドに置いていた携帯を拾い上げて、リダイヤルをかける。

「あ、もしもし？　僕ぅ、薫だよ。ねえ、今夜……どうかな？　えへへ、引越し作業は終わったんだぁ」

　自分でもヘドがでそうになるほどの甘ったるい声。それに応えるように受話器からは怖気が走るほどの欲望が溢れ出した。

（気持ち悪い）

　だが、これに応えているときだけは生きている、と実感できる。

　身体だけかもしれない。心の隙間を代用品として埋めているのかもしれない。だとしても、自分を求めてくれていることには変わりない。

（ホームレス同然のこ汚いおっさんなら……僕だけ、見てくれると思ったのに）

　女との約束をこぎつけて電話を切った途端、どうしようもない怒りに身を任せて、クッションへと携帯を投げつけた。

「もう、あんな想いはごめんだ」

　そう呟いた杜屋の声は、誰にも届かなかった。

















第三章












　眼の前を走る、躍動する馬体。その姿は、全力で生きている、活きていると見せつけているかのようで、伊坂は心にささくれができていくような思いに囚われる。






　大塚荘で暮らし始めて、早いものでもう半年近い。それだけいれば、単調だった日々にも少なからずいくつもの変化が生まれる。伊坂にとって、その最たるものが基山と矢澤の引っ越し、だった。ずいぶんと仲良くなった気がするのだが、彼らはもうそろそろ出ていってしまう。

　まあ、それは二人にとってかなり前向きな変化なのだろうけれども。それでも、成熟したオトナであるところの伊坂にはその変化は眩しすぎるものだ。

（ってまあ、感傷に浸るのはいいけど……メジャーデビューして売れ行きもいいから、出ていく、なんて最高じゃねえか。なあ。これを祝わなくってどうすんだよ、俺）

　それでも、久しく新しい友人なんていなかった伊坂にとって年少ではあっても、彼らはもはや友達……もしくは、兄弟同然、という思いだった。歳を重ねて、人との上手い距離感の図り方を忘れてしまったのかもしれない。

（一緒に花火もしたしぃ、バーベキューもしたしぃ……って、俺はおかんか。そういえば、夏生ちゃんもなんかめずらしーくナーバスになってたよな。ま、なるか。うん、なる。祝ってやりたいのは山々だけ、ど……）

　ふっと視線を上げると、次のレースを待つ馬が興奮気味に頭をもたげている。その鼻息の荒さを見て、自嘲した。途端にすっと頭の芯が冷えていく。

　目下幸せになって出ていく彼らは別にいい。それよりも、問題は現在不幸せな人々のほうだろう。そう、たとえば杜屋、とか。

　毎晩部屋を訪れては、しなだれかかる杜屋……だが、その瞳は日に日に涙に滲み、揺らいできているようにも見えた。だが、それに気づけたからと言って、何が出来るというのだろう。

　重ねられる唇に抵抗感はない。だが、それ以上を求める腕に応えるつもりもない。

（俺が一番残酷なことしているよな）

　だがきっと、そう言ったとしても杜屋は笑うだけなのだろう。
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「はぁっ……んちゅっ、ちゅ……英志さん」

「なん、だよ」

　夜のルーティンになりつつある、口づけの応酬。その合間に、吐息混じりに杜屋が声をかける。

「エッチ、したくなってきません？」

「ならねえな」

「うっそ……したそうですよ？　ほら、ココとか……んっ、ちゅ」

　伊坂の耳元に口づけながら、杜屋がねだるように腰を回す。最初は拒否気味だった伊坂のモノも最近は溜まっているのもあってすぐに反応してしまう。それを楽しむかのように、杜屋は跨がったままいやらしく腰を回す。
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「んちゅっ、ちゅぅ……ちゅっ、はふ」

「は……んっ」

　唾液を喉奥まで流し込まれ、伊坂は眉間にシワを寄せる。如何に、杜屋が美形であろうとも、男は男……そう思うと、やはり抵抗感がまったくないわけではなかった。だが、それでもこのままやられっぱなしではオトナとしてのささやかなプライドが許すわけもない。

「んちゅっ、ちゅむっ!?　んんぁ……あっ」

　きつく舌先に吸い付いて、扱き上げる。

「んふぅ、うぁ……んっ」

　強い刺激に、さすがに杜屋の腰の動きも止まった。それを確認してから唇を離すと、二人の間にとろりと甘い糸が垂れ落ちていく。

「あっはぁ……すっごいですよ？」

「いい加減、オトナをからかうのはやめなさいっての。それに、俺は、ノンケだっつってんだろ」

「結婚、してましたしね。でもノンケは嘘ですよ。まあ、バイっていうならわかりますけど」

　ぐりぐりと押し付けられる杜屋のソレも存外立派で、伊坂は苦笑する。

「俺はお前とシねえよ？　辛くないのか？　毎晩、毎晩さ」

「辛いですよ？　でも、それはお互い様ですよね。それに、思うんです」

「……？」

「英志さん、挑発に弱い……ですよね。案外」

「や、そんなことはっ」

「あの日……僕にキスしたのだって、挑発に負けたから……でしょ？　今だって、僕がからかったら、すぐに」

　耳朶を食まれて、思わずぐっと腰を抱き寄せる。すると、服越しにきつくモノ同士が擦れあい、杜屋は甘い声をあげた。

「あっ……んっ、不意打ち、ずるいですよぉ」

「不意打ちとか、そういうんじゃなくて……だな」

　もごもごと口の中で言い訳するが、上手くいかない。

　言葉にならないのはもう諦めることにして、伊坂は杜屋の身体を脇に退かせて、ふうっと息を吐いた。

「おしまい。今日はここまで。はい、おうちに帰った帰った」

「えええ……？」

　ブーイングをしながらも、杜屋は案外潔く立ち上がる。そして、少し袖丈の長い寝間着で手の甲まで隠したまま、こちらに手を振ってみせた。

「ま、わかりました。いい夢、見てくださいねえ。オ・ジ・サ・ン」

「へいへい、夢精しねーように抜いて寝ろよ」

「うっわー、下品」

　ふふっと笑って、部屋を出る杜屋。彼が完全に自身の部屋に戻ったことを確認した後、伊坂はズボンを下ろす。

（夢精したら洒落になんねえのは俺のほうだっつーの）

　いったい、なんつーキスをするんだ。最近の若者は。
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　ため息をつきながら、競馬場の欄干にもたれかかる。結局、杜屋がなぜ自分をこんなに求めてくれるのかがまったくわからない。何度、唇を重ねようとも、本心が全然見えないのだ。

　単純に色恋なんて言葉で片付けていいようなものには見えない。いっそ、愛憎入り交じったような何かに見える。だが、そんなものをあんな青年に向けられるほど……と考えたところで、伊坂はふっと過去を思う。

（……愛憎はともかく、憎悪を向けられる可能性なら、ある）

　その心当たりは、正直なところ伊坂には山ほどあった。

（元嫁、それ関係の人間……それから、俺が――）

　……刑事だった頃の、関係者。

　職業柄、別に何もしなくとも恨まれる可能性が常にあった。自分は正しいことをしているつもりでも、それが結果的に相手の大事な誰かを奪う行為だったり。そうなると、もはや、まったくもって想像も及ばなくなってくる。

（あーダメだ。なんか答えはもっと単純そうなのに）

「あ……っ」

　いつの間にか出走していた馬たちが最終コーナーを曲がろうとしている。ふと見れば、自分の賭けた馬は逃げ切り戦法を選んだのか、苦しそうにしながらも先頭にしがみついていた。３連単で賭けた他の馬たちは残念ながら沈んでいる。だが、この子の単勝ならば、もしかして……

「い、いけっ」

　小さく声に出して、拳を握る。最初は順調な滑り出しだったその馬が、途中で挫折して、負けていくのを伊坂は見たくなかった。それは、どこか自分の人生にも似ているようで、認められなかったのだ。

『ねえ、あなた……次はいつ帰ってくるの？　しばらく帰れないってそればかり』

「いけ……っ」

『仕事仕事って……あなたが働いてくれるのはありがたいと思っている。でも、私は』

「いけよ……！」

　後方からぐっと亜麻色のたてがみをなびかせた馬が躍り出る。

『あなたの後輩の、三上さんっていいひとね』

「負けんなよ！」

　伊坂の賭けた馬が必死の形相で逃げ切ろうとする。あと、三……いや、二メートル。

　たったそれだけだ。

『……もういいの、何もかも今更よ』

「あっ！」

　鹿毛の馬の鼻面がぐっと突き出して――
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「あーあ」

　ただの紙切れと成り果てた、馬券。それを握りしめて、伊坂はため息をついた。もう今日は調子がでない。このままここにいたとて、きっといい運は巡ってこないだろう。……そのように世界はできているんだ。

（最後の最後に、かっさらわれてまあ）

　しんど、と呟いて場外の喫煙所までぶらぶらと歩く。胸ポケットに入っているタバコは電子タバコなんて洒落たものではない。ずっと昔から吸っている同じ銘柄のもの……今では「おっさんタバコ」なんて言われているらしい。

　そう教えてくれたのは杜屋だ。嫌なことばかり、言いやがって。

「ぷあ……」

　肺の中いっぱいに紫煙を吸い込んで吐き出す。まだ高い陽を忌々しく見つめながら、いったい今頃杜屋はどこにいるのだろうか、と思う。

　大学生だ、ということは知っていてもそれ以上のことは何も知らない。この半年、突っ込んで聞こうと思ったこともなくはなかったが、そのたび「僕に興味が湧いてきたんですか？」なんて微笑まれてしまってはそれ以上何も言えなくなってしまった。

（実際問題、憎からず思ってはいる）

　だが、いまさら好きだとかなんだとか、二回り近く違う相手に思えるわけもない。第一、自分はゲイに寛容ではあっても、ゲイではない、はずだ。

　子どもの色仕掛けにほだされつつある、なんてこっ恥ずかしくて認められるわけもなかった。

「……ん？」

　ふと、道の反対側に知ったシルエットを発見する。それこそ、あれは……

「杜屋？」

　だが、その隣を歩くのは彼と親子ほども年の離れた伊坂と同年輩の女。一瞬親子かと思うが、それにしちゃ距離感がおかしい。あれは、男女、の距離だ。

（彼女……？　んなわけない、と思うたぶんきっと。でも、老け専の可能性もなくはないし）

　杜屋に自分以外の相手がいたことに、よかったじゃん、なんて思う一方。心の何処かでは裏切られたような気持ちになる。答える気もないのに、本当に情けない話だ。

「…………」

　だが、気づけば足が勝手に彼らの後を追っていた。

　もしかしたら、自分とのことはただの火遊びであのおばさんが本命なのかも、そう思ってみたりもするが、まったくもってそんなふうには見えないのだ。恋人や夫婦というのは不思議なもので、一見してまったく釣り合いの取れていない二人組に見えても、どこか醸し出す雰囲気が同じなもの。だが、あの女と杜屋はどこまでも異質な組み合わせだった。

　……しばらく歩いて、駅前までたどり着く。

　割合大きな駅のため、平日の昼間とはいえ人通りは多い。そこに紛れて、杜屋と女を見守るが、どうやらここで別れるらしい。杜屋が人懐っこい笑みを浮かべて、女の手を握る。そして、優しくキスを落とした。その仕草は、まるでどこかのドラマの王子様のようで、伊坂は苦笑してしまう。

　だが、問題はそこからだった。

（あの封筒……って、まさか）

　銀行名の印字された分厚い封筒。それを受け取って、杜屋は彼女にバイバイと手を振った。

　ああ、そういう関係なのか。

　妙に納得した思いで、その光景を眺める。

（あ、やべ……）

　杜屋がくるっとこちらに向き直ったのを見て、慌てて踵を返す。見つかっただろうか？　いやまさか。今日は競馬に行くとは言わなかったし、この人通りでわかるわけがないだろう。

「あれぇ？　もう探偵ごっこはおしまいですか？　オ・ジ・サ・ン」

「はぁあ……」

　背中に声をかけられて、伊坂は文字通りハンズ・アップした。そして、向き直ると気まずい思いのまま、視線を泳がせた。

「あー、そのなんだ」

「ん？」

「あそこにだな、いい感じの喫茶店があんだなー。……行くか？」

　とっさに出たのがそんな誘い文句で、伊坂自身内心突っ込む。だが、杜屋は少しだけ嬉しそうに頬を緩ませて、大きくうなずいた。

「そこ、クリームソーダ、ありますか？」
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　華奢な指先にかき回され――カラン、と音をたてて眼の前の氷の山が崩れた。そのひと粒が翠の炭酸の海へと飛び込んでいく。

　それをじっと眺めながら、伊坂は杜屋にかけるべき言葉をずっと考えていた。

「ん～……美味しいです。ここのクリームソーダ、アイスだけじゃなくって生クリームも乗っているんですね。珍しい」

「あ、ああ。気に入ったんならよかった」

　ダメだ。頭の中に色々と単語単位では巡るのだが、きちんとした言葉として発せられる気配がない。困りに困った伊坂はまたタバコを取り出して、火をつける。

「……英志さんって、外ではいっつもタバコ吸ってますよね」

「そうか？　これでも本数は減ったんだ」

「うわあ、早死にしますよぉ？」

「長生きしたいとは思ってないし、それもありかな」

「やめてくださいよ？　突然死とか」

　くすくす笑って杜屋がストローを咥えた。薄っすらと汗をかいたグラスに指が触れると、途端に水滴が垂れ落ちていく。そのさまが、妙にセクシーで伊坂は苦笑する。

「あのさ、あーいうの、よくやってんの？」

「ああいうのって、なんですか？」

　しらばっくれる杜屋に、伊坂は紫煙をくゆらせる。

「パトロン？　援助交際？　なんて今は表現するのか知らないけどさ」

「ふふっ、ママ活？」

「あー、パパ活っていうんだもんな。そうかも、それだ」

　何がおかしいのかケラケラと今日の杜屋はよく笑う。だが、その笑顔はいつものものとはだいぶ違う。張り詰めた雰囲気をまとった笑みだ。

「あーいうのはさ、よくないと思うんだわ。オジサンはね」

「はあ」

「聞けば、お金には困ってないんだよな？　お前ってさ」

「そうですね。親は金持ちですよ。いわゆる、ボンボンってやつかな」

「ならさ……」

「なんで、なんて聞かないでくださいね」

　冷たい言葉の刃。その先を向けられて、一瞬伊坂は詰まる。だが、さすがにこれぐらいの修羅場は今まで何度だってあった。

（だいたい恋人でもなし……一度だけ寝た男に素行を咎められたとて、何が修羅場なんだよな）

「……いいや、聞く。なんで、なんだ？」

「っ」

「この際だからさ、お前のこと話せよ。俺、お前のことなんにも知らねえわ」

「そう、ですね。でも、話してなんになるんです」

　杜屋の瞳が揺れる。その憂いを帯びた色は、彼のあどけない顔立ちをさらに幼く見せた。

「何かになるかもしれないし、なんにもならねえかもしんない」

「なんですか、それ」

　はぁっとため息をついて、杜屋がテーブルに置かれていた伊坂のタバコへと手を伸ばす。

「お、おい」

　伊坂が止める間もなく彼は馴れた手付きでそれに火をつけて吸い込んだ。そして、少しの間のあと、ふっと煙を吐き出した。

「まっず。よく、オトナってこんなのが吸えますね。僕のお客さんにもいますよ、喫煙者が何人か」

　自虐的に笑って、杜屋が灰皿の上に火の付いたタバコを置く。

「たとえば、僕が彼女たちとの繫がりを断ち切ったとして。……じゃあ、そのかわりを英志さんがしてくれるんですか？」

「えっ」

「僕を、求めてくれるんですか」

　これが、答えだ。

　直感的に伊坂はそう思い、杜屋に向き直る。

「……安易な答えなんていりません。ていうか、まあ、アレ以来一度だって抱いてくれていないんですから、それが答えですよね。さすがに僕だってわかります……」

　手持ち無沙汰なのか、杜屋の手がテーブルの上でゆるく開閉を繰り返す。

「英志さんに、僕は必要ない。そうですよね」

「…………」

　杜屋の目は、捨てられた犬のようだ。信頼し、慕い、愛した飼い主に無碍に捨てられる、悲しい犬の目だ。だが、伊坂には既視感があった。

（そうか、こいつも捨てられたのか）

「僕は必要とされたいんです。誰かに」

　誰かに、と呟いて、杜屋は微笑んだ。それはまるで、伊坂を試しているかのようでもあった。自分の〝誰か〟足り得るのは、伊坂なのか、そう問いかけているようで。

　だが、伊坂はそれに答えることはどうしてもできなかった。それは、杜屋に自分を投影してしまったからにほかならない。

　伊坂はかつて〝大事なもの〟を守り、幸せにするために、働いて、働いて、働いて、必死になってしがみついて、そして、自分で壊してしまった。

　結局今の伊坂の手には何も残っていない。それは、自身が大事に思う誰かにすら、必要とされなかった結果だ。

「お前の気持ちはわかる。でも……」

　本当は伊坂はもうわかっているのだ。他人に承認先を求めてばかりでは、上手くいかない、と。自分が最愛の人を手放したのはなんのせいでも、誰のせいでもない、自分のせいだ。

　最後に差したあの馬だって、本当はレースのために努力を積み重ね、そして自身のポテンシャルを最大限に引き出した、その結果なのだ。あの鹿毛が負けたのは、後続馬のせいではない。あくまで、自身の責任なのだ。

（はあ、わかってんだよ。そんなことはさ）

「……自分のこと、大事にしろよ。もっとさ」

　口から出たのは、そんな陳腐な言葉だけだった。

　ああしくじった、これでは響かない。

「大事にしたからって……なんになるんですか？」

　鼻で笑った杜屋が、クリームソーダを一口飲み下す。そして、丁寧に口元を舌で拭った。溶けたアイスクリームが白く彼の腔内を汚していく。その絵面はどこまでも、扇情的なものだ。

「自分を大事にして、それでなんになるんですか」

　繰り返される言葉に、伊坂は押し黙る。すると、ひどく子供じみた表情を浮かべた杜屋がため息を吐いた。それはまるで、ほらね、とでも言いたげで。

「僕、もう行きますね」

「あっ、杜屋……っ」

　席を立った杜屋が火のついたままのタバコに目を落とした。そして、苦々しい様子で小さく、小さくつぶやく。

「……あなただったら、もしかして……って思ったんですけど、なんか違ったのかもしれません」

「あ……っ」

　今度こそ、振り返らずに去っていく華奢な背中。それに声をかけようとして、伊坂は思いとどまった。自分は失敗したのだ。これ以上、なんと声をかければいいというのだ。かけるべき言葉は一切持ち合わせてはいない。

「……あちっ」

　気づけば持っていたタバコは、フィルター近くまで燃えていた。慌てて、灰皿に押し付けてもみ消す。

「くそっ……」

　あのとき、自分はなんと言えばよかったのだろうか。何というのが、正解だったのだろうか。

　まったくわからずに、伊坂は杜屋のつけたタバコを無視して、もう一本、新しく火をつけた。

















第四章












　あれから数日。

　……杜屋はあまり大塚荘に帰ってこなくなった。

「っと、そっち持ってて～……はい、よいしょっ」

　伊坂は目の前で行われる荷物の搬出作業を、ぼうっとただ見守っている。いわゆる引っ越し業者には頼まず、知り合いだけでやる、と言っていたが、やってきたのは短い髪の毛を刈り込んだやたら屈強な男だった。

「あ、伊坂さん……」

「ん？　あ、要くん。どったの？　なんか、手伝う？」

「あ、や、そういうんじゃなくって……一応、ご挨拶を、と思って」

　相変わらず少し困ったように笑って、基山はぺこりと頭を下げた。それを見た伊坂は思わず両腕を大きく広げる。

「ハグ！　ハグしようぜ、要くん！」

「え!?　ハグ!?　ハグですか!?」

「だってさ～、オジサン、寂しいよ～。まあね、成功は嬉しいんだけど～、寂しいよ～」

「うわっ!?」

　基山に絡みつくようにして抱きつく。身長の割に体格が貧弱な基山は、小さく声をあげてぐらついた。そのさまをみて、荷物を運んでいた鳥飼が声を張り上げる。

「何言ってんすか！　俺のほうが寂しいんで！　俺、二人の親友！　わかります!?　うおおおお、引っ越すなよ、二人ともぉおお!!」

「うるせえ」

「あいたっ」

　ダンボールを抱えて、階段を降りてきた矢澤がそのまま鳥飼をどつく。

「今生の別れじゃあるまいし、お前ら全員大げさ。電車で30分もかからねえよ」

「や、でも、お前ら有名人になっちゃったわけだし」

　食い下がる鳥飼を追い越して、矢澤がガタイの良い男にダンボールを渡した。

「メジャーデビューしたからって、別になんも変わんねえよ。いつだって、会えんだろ」

「矢澤ぁ」

「うわっ、暑苦しっ」

　鳥飼にくっつかれ、矢澤が悲鳴をあげる。それを見て、伊坂にまとわりつかれていた基山は嬉しそうに笑った。

「伊坂さん。ああ見えて、きっと修くんのほうが俺より寂しがっているんですよ」

「え？」

「修くんってそういうひとなんです」

　そう言って、まっすぐに矢澤を見つめる基山。その瞳は穏やかで、どこか幸せそうな色を宿していた。

（これって、もしかして。もしかした？）

　以前からの言動で二人の関係について、もしかして、とは思っていた。だが、世の中そんなにゲイだらけ、というわけでもないだろうと思い、深く考えてはこなかったのだが……基山が矢澤に向ける視線は愛おしいパートナーにみせるソレだった。

「はー、頑張ったんだ。要くん」

「え!?　な、なんの話です？」

「や、なんでもないよ」

　腕を放して、ぽんぽんと背を叩く。すると、基山はなんとなく気恥ずかしそうに視線を泳がせた。これで案外感情の機微に敏いところもあるものだ、と伊坂は思う。

　まあ、そういうことなら止めるべくもない。

　お幸せに、ということで、これ以上どうこう言うのは野暮以外の何物でもないだろう。そう思い、視線をずらす。すると、出される荷物とは別に、搬入されるダンボールがあることに気がついた。

「……ん？　んん？」

　と、そこにリビングから、お茶のペットボトルを持ってきた夏生が通りかかる。伊坂は彼女を呼び止めた。

「なあなあ、夏生ちゃん。あれって？」

「ん？　あらやだ。言ってなかったかしら……」

　夏生が矢澤にペットボトルを渡しながら、すっとぼけた声をあげる。いったいどういうことなのだろうか。

「ちょっと、由貴くーん」

「ん？　あ、休憩ッスか。お疲れさんでーす」

「あれ？　あんたって」

　近寄ってきた例のマッチョな青年。よく見れば、どこか見覚えがあった。目を細めて、じーっと食い入るように見つめた後、伊坂はあっと声をあげた。

「あんた、七福運送の兄ちゃんだ！」

「あはは、そうッス。伊坂英志さん、ですよね～。ども～」

「ああ、こりゃどうも」

　二人でぺこっと頭を下げた後、沈黙が落ちる。伊坂は夏生に視線を向け、で？　と促してみせた。

「代わりに由貴くんが今度から入るのよ～」

「へ!?」

「あ、俺の部屋みたいです」

　基山が横からそう告げると、伊坂は唇を尖らせた。

「なんで、俺だけ知らされてないんだよぉ」

「あら、杜屋くんにも言えていないわよ。たぶん」

　杜屋の名に一瞬、伊坂は顔をこわばらせる。

「あ、そ……」

「にしても！　いいわねえ、ブルーカラー！　たっまんないわあ！」

「うあっ!?　痛いっすよ、大塚さん！」

「いいのよ、夏生って、よ・ん・で」

　背をバンバンと叩かれて、由貴が悲鳴をあげる。助けを求めるような視線が伊坂と基山に向けられるが、二人は揃って視線をそらせた。

「あ、俺……ちょっと、部屋に忘れものないか、見てきます」

「お、おう。俺もちょっと……ふああ、眠いなー。昼寝してこよーかなーっと」

「え、ええ!?」

　そそくさとその場を後にしようとする伊坂と基山を、由貴が呼び止めようとするが……――ガシ。

「由貴くん、お姉さまと休憩、しましょう♪」

「う、うわあああ……」
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「よっと……」

　ベッドに寝転がって、ぼんやりと天井を見る。本当に眠かったわけではないが、こうやって転がっているとなんとなくまぶたが下がっていく。

（あー、そういや……明日の昼飯、どうすっかなー。矢澤も要くんもいないんだもんなー。稜くんはいるんだっけか）

　生あくびを一つして、伊坂は思いを巡らせた。

（っていうか、そうか……明日からは由貴くんだっけ？　が、来るんだったよな）

　身体を使う仕事に従事しているのだから、きっと彼はよく食べるだろう。彼の仕事はシフト制だろうか？　だとするなら、何曜日が出勤日で、何曜日が休みなのか、など聞いておかないとならない。

（杜屋は……昼飯、食わねえよな）

　あの日以来、杜屋は伊坂を避けるようになっていた。それも当然だとは思うし、伊坂自身、出くわしたところでなんと声をかけて良いのかがわからなかった。






『英志さんって、寂しがりやですよね』






　いつだったか、そんなふうに言って杜屋は笑ったが、あれは伊坂のことではなく、自分自身のことだったのではないか、とふと思う。

　……そういえば、あのとき。クリームソーダはどうしたんだっけ。飲みかけの、可哀想なクリームソーダは、結局伊坂も飲まずに、そのまま捨て置かれたのだろうか。よく覚えていないが、〝覚えていない〟ということが何よりの証拠だろう。甘いものが苦手な自分が処理したなら、きっと覚えている。

「…………」

　いったい、自分は杜屋に何がしたかったのだろう。

　いや、何ができると思ったのだろう。

　結局、なぜそんなにもこちらに執着するのかはわからないままだが、それでも伊坂自身彼を……少なくとも最近は憎からず思っていたのは間違いない。

　キスをしたときの感触、吐息混じりにこちらを仰いだ表情。思い出せる杜屋のあれこれは、どれも扇情的でいて、どうしようもないほどに可愛らしかった。もう少し若ければそのアプローチにだって応えて、このキモチを恋だの、愛だのと呼んだかもしれない。

　だが……伊坂はもう、誰にも本気になることはない。いや、本気になれないのだ。

　そんな資格はもう自分にはない。

「……はぁ」

　ならば、やっぱりそんな自分には杜屋にかけられる言葉なんて何一つないのだろう。

　……ごろりと寝返りをうつと、数日前に買った週刊誌が目に止まった。さほど興味のある記事が載っていたわけではないが、何かの暇つぶしになるかもしれないと思い、購入したものだ。

　それを手にとってめくる。すると、『今、女性の間でも大人気！　話題沸騰、売れっ子官能小説家、小鳥遊たかなし慶一けいいちの素顔に迫る』という見出しが飛び込んできた。

（あれまあ、おキレイな顔だこと）

　そこに写っていたのは見るからに女受けの良さそうなメガネの優男。切れ長の瞳に、着流しがよく似合っている。これだけの美形ならば、そりゃ経験も豊富だろう。ならば、男女間のことにも詳しいだろうし……人と関わる回数が多いんだから、人の気持ちもよく理解できるやつなのだろうな、なんて思う。

（小鳥遊慶一、ねえ）

　官能小説なんて読んだことはないが、面白いのだろうか？　競馬より、よほど興奮できて、暇が潰れるなら買ってやらなくもない。

（ってか……でも、男の官能小説家の顔写真載せるって、どうなんだ？　かわいーいお姉ちゃんや、色っぽい熟女ならまだしもさ）

　まあ、だからこそ『今、女性の間でも大人気！』なのだろうが。






　――コンコン。

「ん？　はいはい」

　控えめなノックの音に起き上がる。部屋に入ってきたのは基山だった。

「荷物も積み終わったので、もう出ようかなって」

「あ、それで挨拶に来てくれたの」

「はい。……そのー、間違ってたらなんか、すごーく申し訳ないんですけど……もしかして、伊坂さん、元気ないですか」

「……！」

　一瞬こわばる表情。それを見て、基山がぱっと目線をそらした。

「あっ、や、言いたくならいいんです！　聞かないですし！　でも、その……大丈夫かな、って思って……」

「はは、要くんってばマジいい子。オジサン、どうせならこんな息子が欲しかったわ」

　伊坂が努めて普段の声音でそう返すと、基山は少しだけ困ったように笑って、それ以上問うのを諦めてくれる。伊坂は、こういうところも含めて、要はいい子なのだと思う。

「息子、なんていうほど年の差ありませんよ」

「そうか？　俺が18のときにできてりゃ、なくはないさ」

「まあ……うーん、そうか。そうですね。あ、でもそうやって思うと、伊坂さんって若いですよね。なんていうか、見た目も心も」

「いやぁんっ、要くん、いい子ぉ」

　シナを作った伊坂に、基山が笑う。自分が狙ったとおりの反応をしてくれる基山に伊坂は安心感を覚えた。

「杜屋にもそーいうとこ、見習ってほしいわ」

　反射的にそう軽口を叩くと、基山は一層笑みを深めた。

「伊坂さんと杜屋くんって、仲良しですよね」

「へ？」

「いつも、仲良いなーって思ってみてました。最近、杜屋くん見ないですけど……大学、忙しいんですかね」

「仲良いって……まさか。どこが」

　目を見開いたまま、基山に問う。すると、まさかそこに突っかかられるとは思わなかったらしい基山が、長い指先を顎に当てた。

「どこ……うーん。あの、これ、あくまで俺の主観なんですけど。いつも、杜屋くんって作った顔してますよね。あ、いや、悪口とかじゃないんですけど！」

　焦った基山に、伊坂は大丈夫だと続きを促す。すると、彼はまたためらいがちに唇を開いた。

「笑ってても、どこか上の空っていうか……あんまりしっかり楽しんでないっていうか、そんな感じがして、ちょっと気になってたんです。あー、その、えっと、俺もあんまり人付き合いって得意じゃないんで。だから、杜屋くんに無理させたくないなって……思って……あ、でも、俺、鈍感なんで、察し間違えているかもしれないんですが」

「いや……うん、わかるよ。要くんの言っていること。あいつって、そういうとこあると思うわ」

　肯定してやると、ほっと基山は頬を緩めた。そして、少しだけ言葉に悩むように間をとってから、伊坂に向き直った。

「でも、伊坂さんと一緒のときは本当に楽しそうっていうか。から回ってる感じがして、かわいい……というか。切羽詰まった感じが……」

「かわいい」

「はい。……あ!?　いや、そういうんじゃないですよ、もちろん！」

「はは、わかってるって。お前は矢澤一筋だもんな」

「ええ、そうで……え？」

　目を丸くした基山。だが、みるみるうちに顔が真っ赤になって、そして今度は一気に真っ青になっていく。その変化が面白くて、伊坂はケタケタと意地悪く笑ってみせた。

「う、うあ……え、いさ、かさん、俺……」

「ふはは、お幸せにな若人よ。いつでも帰ってこいよ」

　励ますように背を叩いて、伊坂が基山を送り出す。あたふたと手をばたつかせている基山は何も言えず、ただ閉まる扉を見つめるのみだ。

（ふふっ、いやあの反応、わかり易すぎるだろ。まあ、でも幸せそうで何よりだ、マジで）

　バタンと戸を閉めて、伊坂はベッドに腰掛ける。彼らの前向きな旅立ちを祝福できてよかった、とつくづく思いながら、さっきの彼の言葉を反芻する。

（俺の前では、本当に楽しそう……か）

　それは果たしてどうだろうか。

　伊坂が思うには、伊坂の前であっても杜屋は自分を作っていたように思う。いつだって、どこか彼の対応には壁があった。言われてみれば、基山たちと対するときよりは俺とのときのほうが多少はマシだったかもしれない。だが、それでも伊坂が壁を感じていたのは間違いなかった。

　……唯一、壁がなくなったのはきっと――

『……あなただったら、もしかして……って思ったんですけど、なんか違ったのかもしれません』

　そういった、あのときの杜屋は真正面から自分に向き合っていたような気がした。






「杜屋……」

　自分は杜屋のことを、何も知らない。

　杜屋だって、自分のことを何も知らない。

　ならば、少しくらい知ろうとしてみてもいいのではないだろうか。何事も最初から決めつけないで、互いを知ってからどうするか、よりよい今後を考えてみてもいいと、そう思う。

（ああああ、綺麗事言ってんな、オジサン。自分でも、わかってんだけど）

　髪をぐしゃぐしゃと掻き回して、息を細く吐く。結局、あれやこれや言い訳をしながらも、自分は杜屋を見捨てられないのだ。それで、どれだけ杜屋が傷つこうとも、自分のエゴ丸出しでも、いまさら放ってはおけない。

「乗りかかった船ってこういう事言うんだろうな」

　自分の意志で乗りかかったのか、はたまた引きずり込まれたのかはわからないが、それでも乗りかかってしまったのだから、きっともう仕方がないのだ。
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　杜屋の部屋の前で、ゆっくりと深呼吸をする。日中は出ていても、このくらいの時間には戻ってきていることが多い。うだうだ考えているうちにこんな時間になってしまったわけだが、きっと結果オーライだ。そう思いながら、伊坂は扉越しに声をかける。

「……起きてるか？　俺だけど」

　だが、あたりにこだまするのは痛いほどの沈黙だけ。無視されているのだろうか。……心当たりは有り余るほどにある。

「あー……入るぞ」

　ドアノブをひねり、部屋に入る。すると、予想に反して部屋の中は暗く、誰も居なかった。

（あれ、まだ帰ってなかったのか）

　さすがに理由もなく主のいない部屋に居座るのは気が引ける。だが、こうでもしないと杜屋にはのらりくらりとかわされてしまうかもしれない。

　少しのためらいの後、伊坂は結局この部屋に居座ることにして電気をつけた。

（……なんか、殺風景だな）

　伊坂の部屋とは違い、この部屋の家具はすべて杜屋の私物のはずだ。夏生が言うには、前住者があまりに長いこと住んでいたため、買い替えも必要になっていたから持っていって貰った、とのことだが。

（あの部屋ってどうだったっけ）

　杜屋とハジメテ一夜をともにした、らしい、あの部屋。あまりのことに部屋の様子なんて覚えていないが、それでもここまで殺風景だったわけではないように思う。……というか、よく考えればあの部屋は今、いったいどうなっているのだろうか。もう、解約でもしたのか……それとも。

「……？」

　ふと、勉強用の机に置かれていた一枚の写真に目が止まる。よく見れば、それは家族写真のようだ。

「へえ、かわいいじゃん」

　屈託なく笑う、面影のある少年。その隣には、父と母が居て……いや、これは父と……母、なのか？

　丁寧に、丁寧に、切り取られた母親の顔。

　それをみた伊坂は、薄気味悪いと思うより先に、こうしなくては収まらない何かが杜屋にあったことを思い、切なくなった。

　誰もが幸せな家庭に生まれ、育つわけではない。一見して、第三者からは幸せそうだと思われたとしても、実情はそこで育まれた者にしかわからないだろう。……ああ、本当に自分は杜屋のことを何も知らないのだ、と思い知らされたような気になり、伊坂は自嘲気味に笑った。

「……何、してるんです？　オジサン」

「っ、杜屋」

　振り返ると、ドアを開けた杜屋がいつもの張り付いた笑みを浮かべて立っていた。

「ストーカーですかぁ？　そういう、情熱的なのって今更流行んないと思うんですよねえ」

「バカ言うな、そういうんじゃ……いや、なくもないのか」

「え？　本当ですか？　あははっ、気持ち悪ーい」

　伊坂に軽口で返しながら、杜屋が荷物を床に置いてベッドに腰掛けた。そして、伊坂が何を見ていたのかに気づくと、一瞬だけ能面のように表情をなくした。

「それ、見たんですね」

「ああ」

「僕の可哀想なお話、聞きます？　ええっとね、まずは母親がいかにクズだったかってことからなんですけど」

「そうだな、聞かせてもらうか」

「えっ」

「聞かせてくれよ、お前の話」

　もう一度、言葉を重ねると杜屋が何か言おうとして、結局唇を閉ざした。そして、しばらくの沈黙の後、すねたように視線をそらした。

「どうしたんです、オジサン。調子が狂いますよ」

「俺、お前のことなんも知らねえからさ。ちょっとでも知りたいと思ったんだ」

「えっ」

「外に、飯でも食いに行こうぜ」

　ベッドに座っている杜屋に手を伸ばす。すると、杜屋は眉間にシワを寄せて不快感をあらわにしてみせた。

「そーいうつもりで来たんじゃなかったんですか？」

「え？」

「今、この家って誰も居ないの知っています？　さっき連絡あって、夏生さんは由貴さんと食事行っているんですって。それで、稜さんはお仕事だし、要さんたちは新居です。そういういやらしいことするなら、絶好の機会かなぁ～って」

「お前……」

「だから、わざわざ僕の部屋に来てまで待っていたのかなって思っていたんですけど、違うんです？　僕とのキス……そんなにハマってなくっても四十路の欲求不満オジサンなら、仕方ないですよね」

　くすくすと笑って、杜屋が挑発してみせる。ぺろりと赤い舌を覗かせて、唇を舐めると伊坂の腰に腕を回して抱きついてきた。

（ああ、なんだ）

　今までならカッとなったかもしれないが、徐々に杜屋のことがわかってきた今なら違う。被虐待児の試し行動……まさに、無償の愛を乞うそれなのだろう。

　優しくしてほしい、かまってほしい、ひとりにしないで、そばにいて、幼少期にそれを言えずにきてしまったから、今もこうして自ら傷つこうとさえしているのかもしれない。

　途端に腑に落ちて、杜屋に対する不思議な感情が湧き出てきた。それが、愛情なのか、哀れみなのか、それは伊坂にもわからない。守るべきものをなくした伊坂にとって、庇護できる対象である、というそれだけで、もしかしたら杜屋の価値は初めから十二分にあったのかもしれない。

「杜屋は、誰でも良いんだよな。俺でも、俺でなくとも」

「そうですけど？　だからなんですか、英志さんが埋めてくれるの？」

　口の端をあげた杜屋に、伊坂はゆるく首を左右に振る。途端に、杜屋の顔が一瞬泣きそうに歪んだ。だが、すぐに強がるようにいつもの笑みを見せる。その表情の変化にどうしようもなく胸が締め付けられて、伊坂は屈んで杜屋と視線を合わせる。そして、そっと背に腕を回して抱き寄せた。

「そんな、つけ込むみたいなカタチでその穴は埋めてやれない。でも、これぐらいはできるから」

「……タバコ、くさ」

　存外、大人しく腕の中に囲われた杜屋はただぼうっと虚空を眺める。そして、しばらくの沈黙の後、小さく、小さくつぶやいた。

「ずるいんですよ」

「…………」

「あなたたちオトナって、ずるくて、嘘つきで……いつだって、僕を傷つけるんです」

　ぎゅっと杜屋の手が伊坂のシャツを握る。ずっと華奢だと思っていた杜屋の肉体だが、こうやって改めてパーツごとに見るとやはりきちんと男性のソレだった。

「……本当に、覚えていないんですか。あの日のこと」

「すまん」

「謝って、許される話じゃ……ないですよ。ほんと、嘘つき」

　繰り返される、嘘つきという言葉が伊坂の胸を抉る。だが、それでもやはり思い出せないのだ。あの日、泥酔した、その先が……
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　……どうしようもないほどの倦怠感と嫌悪。それが身体の内側から精神を蝕んでいって、いつか自分は腐り落ちるんじゃないだろうか、と杜屋は思う。






　誰もいない商店街。ちらほらとついた街灯は時折不規則に瞬いて、目にチカチカとうるさかった。

（真崎さん、もうだめかな。金払いももともとよくないし、何より離婚するとか言い出したし……）

　女って、バカだ。

　甘い顔で、甘い言葉を吐けば、簡単に股とサイフの紐を緩めてくれる。もちろん、女のすべてがそうだとは言わない。だが、杜屋の周りの女は母親を含めてそんなやつばかりだった。

　以前は、自分を過度に溺愛しコントロールしようとしてきた母親を投影してしまう、という理由で女のすべてを嫌い、拒否し、男相手の売春をしていたこともある。だが、長じるにつれ、そんな異常な母親を野放しにし、唯一の子どもである杜屋に一片の愛情すらもかけてくれなかった父のことを、より嫌うようになっていった。

　その結果、今の杜屋があるのだ。

（ま、最強に金払いがいいのも父親である、という事実はかなり皮肉だよね）

「あ……」

　すんっと鼻を鳴らして、杜屋は目をつむる。……雨が降るのかもしれない。ならば、早く帰宅しなくてはと歩調を速めた。整列する電柱を追い越して、商店街の外れにあるアパートを目指す。途中、サラリーマン風の男に行きあったが、彼は何かをチラチラと振り返るように見ていた。

（野良猫の死体とかだったら最悪なんだけど）

　だが、その先に待っていたのはもっと最悪なものだった。

「酔っぱらい……？」
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　杜屋のアパートの前のゴミ捨て場。そこに不法投棄された可燃ごみの袋により掛かるようにして、男が一人倒れている。

　普段なら杜屋は絶対に近づかなかっただろう。だが、その日はなぜかどうしても見過ごすことができなかったのだ。

「……明日は、不燃ごみの日なのに」

「え、マジ？　じゃあ、俺のこと持ってってくれないじゃん」

「……！」

　予想外に、その男は起きていた。意識がはっきりしているか、と言われれば答えづらいが、それでもやりとりができる程度にはまっとうな思考回路を保持していたらしい。

「オジサンのことじゃないよ、そのゴミ袋。可燃ごみでしょ、持っていってくれないんだ」

「ああ？　あ、これ？　ああ、そうですか、そうですか」

　立ち上がろうとして、その男は無様に転ぶ。そのさまを、杜屋はしばらく見下ろしていたが、いたたまれなくなってそっと手を差し伸べた。

「あ、どうも、どうも」

「帰りなよ、雨降るよ」

「え？　お兄ちゃん、魔法使いなの？　よくわかるねえ。お兄ちゃんこそ、早く帰んな」

「いや、帰るも何も、ここ、僕の家の前だよ」

　助け起こすと、そのままその男はしなだれかかってきた。肩にかかる体重と、その体温の高さ。そして、耳元に吹きかかる酒臭い、下品な息。そんなものに自分が汚されていくような気がして、杜屋は思わずゾクゾクしてしまう。

　ああ、これは新しいオモチャと出会えたのかもしれない。自分をもっと汚してくれる、楽しいオモチャ。見る限り、大してまともそうな人間には見えない。ならば、今度は自分が誰かを……こいつを、飼い殺したところで、きっと誰も困ったりはしないだろう。

「ね、オジサン。僕の部屋においでよ」

「あ？」

「雨宿り、させてあげる」






「んっ、はぁ、う……んんっ」

　伊坂英志と名乗ったその男のモノは熱く猛りながら、杜屋の中を押し広げていった。そのときほど、杜屋は自分が満たされたような気になれる瞬間はない。

「きっついよぉ、英志さん……っ、もっと優しく」

　甘えるようにそうのたまい、首に腕を回す。今まで、そうやってシて堕ちなかった男はいなかった。特に、伊坂のように年長者であればなおさらだ。

「……英志、さん？」

　だが、伊坂の様子はどこか違った。一番最奥まで突き入れると、動きを止めて杜屋をじっと見つめてきた。

「お前……俺と一緒なんだろ」

「え？」

「この世のどこにも、居場所がねえ……って、そんな目、してる」

　ぐっと胸にナイフを押し当てられたような感覚になり、一気にセックスで高まった熱が冷めていく。だが、伊坂はそんなことはお構いなしに、腰を振り始めた。ぶつけられる情熱に、杜屋はどう反応したら良いかわからず、ただただ声をこらえて唇を噛み締めた。

「こんな顔……っ、は、俺なら……二度と、させねえのに」

「う、ぁ……」

　刺された、と杜屋は思う。胸の深くまで、ナイフが侵食していく。その鮮烈な痛みに、もう我慢ならなくなり、杜屋は声を上げた。

「ひっ、うぁ……あっ、あ……英志、さんっ」

「俺なら、もう、二度と……ぜったい、に」

　やり直せるなら、戻れるなら。

　そんな言葉を何度も繰り返しながら、杜屋の奥で伊坂は乱暴に陰茎を動かした。心も身体も一番奥をかき乱されて、杜屋はどうしていいかわからなくなった。

　自分は一体、どうしてこんな目に？　だいたいこんな会ったばかりの人間に、自分の何がわかるというのだ。色々と思いが交錯して、もうよくわからない。

（……ただ、気持ちいい）

　与えられる快感だけ受け入れて、意識を飛ばす。この乱暴な熱にさえ、しがみついていればきっと、自分は救われる。そんな気さえして……






「英志さん……っ、英志さん……僕を、もらって、ください……あなたの、ものに」

「わかった、わかったから……」






「ひとりに、しないで」
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「あ、俺……、そんな」

「言った！　……言ったんだ、言ったんだよ！　だから、僕は約束を果たしたんです。あなたをひとりにしないように、ここだって探してっ」

　事後、シラフに戻った杜屋は隣で眠る伊坂を見て、怖くなった。この男の酔いが覚め、もしも何も覚えていなかったら？　そして、自分とのことを拒絶したら。

　ひどい焦燥感に駆られた杜屋は気休めに、とオモチャの手錠をかけて、彼の手荷物を漁った。もしも、シラフの彼が明日出ていってしまっても、また探し出せるように。ひとりにせずに、済むように、と。

「嘘だ……っ」

「嘘じゃないですよ、わかりましたか……？　嘘つき、オジサン」

　杜屋の目の縁には透明な液体が盛り上がっている。涙をたたえて微笑むその姿は、作られたものではない。

「あの日……俺は……」

　元妻と、不倫相手からの慰謝料の入金を確認し、その足で伊坂は役所へと離婚届を提出しに行った。だが、そのまま帰る気にもなれなかった伊坂は、行きつけの酒屋をはしごして……ああ、薄ぼんやり、思い出した。

　だが、あれは……そうだ。最愛の人に捨てられた俺自身を、杜屋の瞳の中に見て……同情心以外の、何物でもない。

「オジサンも……結局は僕を捨てるんですよね。……母さんも、最後は男を選んで、僕を捨てましたよ」

「……」

　杜屋が少しだけ腕に力を込めて、伊坂の身体を倒す。そのままバランスを崩した伊坂は杜屋を押し倒すような格好になった。

「最後に、思い出に一発……やっときます？」

　ふふっと笑ってみせる杜屋に、ゆるく首を振る。

「なあ」

　伊坂がそっと、杜屋の頬に指先をあてる。そして、そのまま慈しむようにするりと撫でた。

「俺はずっと……お前が、俺を拾ったんだと思っていたんだ。だから、なんでか懐かれちまった、おかしいなって」

　でも……と言葉を区切って、伊坂は自分の思いの所在を確かめる。この言葉を続けて大丈夫なのか、これから言うことはきちんと本心なのか、と。

「けど、本当は違ったんだな。……あの日、俺が、お前を拾ったんだ。だから、お前が俺になついてもそりゃ当然だったんだな」

「……いまさら、気づいても遅いよ」

　これはすべて、自分が撒いた種だ。

　もう人を愛することなんかない、最愛の人であったはずの妻を繫ぎ止められなかった自分にはその資格はない、とそう思っていたが、もうそういう次元の話ではないのだろう。

　自分は、人一人、拾ってしまったのだ。

「んっ、英志、さ……んっ」

　唇を重ね合わせて、じっと見つめ合う。途端に、杜屋が探るような表情を見せた。その臆病な視線に、そんな顔もできるのだな、と思わず満足感が広がる。

「杜屋……いいんだな？」

「いいも、何も……僕は、あなたのですから。あの日以来」

　杜屋の頭を乱暴に掻き回す。こんな関係は間違っているとわかりながら、それでもそのいびつさを修正する力のない自分を恥じた。だから、いまはせめて杜屋の心がこれ以上壊れないで済むように、その依存の矛先を自分に、自分だけに向けてもらえれば……と思うのだ。

（大丈夫。俺は間違えねえ。いつか、杜屋が俺との関係で傷を癒やしたなら……それで）

「……英志さん？」

「なんでもない」

　短く返して、杜屋のシャツをめくる。露わになった白い素肌に、唇を落とした。そのまま舌先で胸筋の輪郭をなぞると、杜屋の息が徐々に上がっていく。

「んっ、は、ぅ……ん、ん」

　目を閉じて、杜屋は与えられる快感に素直に従う。だが、身体の方はもっと強い刺激を乞うていた。てっぺんで身を固め、触れられる瞬間を、今か今かと待ち望む乳首。その存在に気がついた伊坂が舌先でぐりっときつくソコを押しつぶす。

「ひぅ……っ、はぁ……あっ」

（かわいい声で啼くんだな）

「あっ、あ……英志さん、そこっ、んん、僕弱いんで……」

「やめてほしい、ってか？」

「違います……そんな、純粋じゃないので。……もっと、シて？」

　熱い吐息混じりにねだられて、きつく吸い付いた。そのまま舌で覆い、しごくように上下させ、ねぶる。

「あっ、は……んんっ、年の功ってやつ、ですか？」

「んっ、ちゅ……うるせえ」

　唇を離すと、今度は杜屋が伊坂の方に手を伸ばす。そして、丁寧にズボンの前をくつろげさせると、手で優しく包み込み上下させ始めた。

「……あ、すっごい、ビンビンになってる」

「どうせ、ご無沙汰なオジサンなんで」

　軽口で返し、肩をすくめると杜屋がどこか嬉しそうに笑い、モノを握りしめた。そのまま一気に手でしごく速度をあげられて、伊坂は思わず腰が抜けそうになってしまう。

「おま、こういうのどこで覚えんだよ」

「色んなところで、ですよ。同じ男だから、イイトコもちゃんとわかるんです」

　悪びれもせず、しれっとそんなことを言われてしまっては伊坂はそれ以上何も言えず、うつむくしかなかった。

「英志さん、この間は酔ってましたし……男同士の経験、ないんですよね？」

「な、ない」

　キスまではあまり男女ともに勝手に違いはなかったが、そこから先は正直どうだろうか、と少し不安な気持ちもある。なにせ、相手には女性器はない。そして、代わりに自分と同じペニスがついているのだから。

　いざ、目にしてみたら股間が情けないことになってしまう可能性だってある。そもそもそんなつもりはなかったのだが、酒の力でもなんでも借りてくればよかったと伊坂は思った。だが、そんな彼の心情を知ってか知らずか杜屋はくすくすと楽しそうに笑って、自ら衣服を脱ぎ捨てていった。

「……ね、見てください。僕のアソコ、こんなにおっきくなってる」

「あ、お、おう」

「これって、英志さんが僕にキスしたり、おっぱい吸ったりしたから、気持ちよくってなっているんですよ？　わかりますか」

「……わ、わかる、けど……待ってくれ、それ、恥ずかしいんだが!?」

「恥ずかしくなんか無いですよ。事実ですから……ね、触ってください、僕の」

　身体を起こした杜屋が伊坂と向き合うような体勢になる。そして、伊坂の男根を片手で握ったまま、彼を自分のソレに導いた。

（なんだこれ……）

　お互いに見つめ合ったまま、それぞれのモノをしごき合う。

　その一種異様とも言える状況に、伊坂は焦る。だが、自分が手を上下させるたびにダイレクトに目の前で変化していく杜屋の表情に、興奮が高まっていく。

「はぁんっ、ん、英志さん……自分の、する、みたいにっ、うん、そうです」

「……痛かったら、言えよ？」

「ふふっ、大丈夫ですよ……あっ、あぁ」

　伊坂自身の意志で杜屋のペニスを握って、上下にしごく。杜屋の陰茎は存外細く、自分のそれに比べて少し長かった。

（こんなにまじまじと他人のもん、見たことねえし）

　杜屋の指先はあふれる先走りを絡ませて、伊坂のペニスの先端に塗り込んでいく。ぐりゅぐりゅと親指で刺激され、腰の疼きがだんだんと大きくなっていった。

「はっ、く……も……きついかも」

「いいですよ、僕も……ね？」

　手を離した杜屋が自ら四つん這いになって、尻を伊坂へと向けた。

「う、わ……」

　杜屋のすぼまりはぱっくりと開き、異物を待ち構えている。

「この体勢なら、あんまり男相手だって、意識しないで済みますよね」

　焦れたように尻を左右に揺らす杜屋に、伊坂はごくりと喉を鳴らした。そして、自身の切っ先を菊座の中心にあてがって――

「んんっ、んぁ……っ」

　グッと勢いをつけて腰を前に出すだけ、すんなりと中にモノが飲み込まれていく。まるで吸い込まれていくような感覚に、伊坂は頭の芯がぐらりとゆらぐような気がした。

「英志、さ……ん？　んぁっ!?　あっ、そんな、急に……！」

「悪い……なんか、ごめん」

　杜屋の尻を摑んで、無我夢中に腰を振る。久しぶり、だというのももちろんあるかもしれないが、それ以上に杜屋と身体をつないでいるという強烈な事実が伊坂にたまらなかった。

「あっ、ふぁっ、あああ……!?　らんぼ、にしたらっ！」

　いやいやと首を振る杜屋だが、腸内は裏腹にモノに吸い付いて自己主張を繰り返す。もっともっと、愛してほしい、抉ってほしいと叫んでいるかのような収縮に、伊坂は自分でもコントロールのつかない感情に襲われる。

（まるで、初体験みたいだ）

「うあっ、ああ……英志さんっ、僕、そんなにしたらっ、んひぅっ!?」

　甲高い声を上げて、杜屋のソレが爆ぜる。白い液体がシーツに飛び散って、あたりを汚すがいまの伊坂にとってそんな些細なことはどうでもよかった。

「い、いまっ、いま、イッたから……！　やめっ、んぁっ、ああ……！」

「杜屋、こっち」

「ふぁ、……あふっ、んんん!?」

　ずちゅずちゅと責めを止めないままに、杜屋の両腕を摑んで身体を反らせる。立て膝の背面立位の状態になった杜屋は、その挿入の深さに悲鳴をあげた。

「う、うあ……あっ、すっご、い、こんな、ああ……っ、だ、だめになりそ」

　息も絶え絶えになった杜屋が腕を伊坂の首に回す。それでどうにか姿勢を安定させたらしい。杜屋の身体が前に倒れないのを確認して、伊坂は杜屋の下腹に手をやった。

「ああっ!?　待って、押さないでっ！　押さないで……そこっ、押したらっ、んんっ」

「俺の入っているの……よくわかんだろ？」

「わかっ、わかるからっ、も……んんっ、英志さん、ってこういう、セックス、する人、だったんですか？」

　顔を半分振り向かせて杜屋が抗議するが、その瞳はもうとろとろにとろけている。

「……自分でもよくわかんねえけど……っ、そうだったみたい」

「ひぁっ!?」

　下腹に触れていた手を滑らせて、そのまま睾丸を摑む。指先で弄ぶようにしながら触れると、一度果てた杜屋の性器もみるみる膨れ上がっていった。

「ふぁっ、ああ……ああ、んっ、うぁ、もっ、ああ……僕っ、また」

「杜屋……っ」

「んちゅっ、ちゅっ、れろ……ちゅっ！」

　切ない瞳で見上げてくる杜屋に口づけて、舌を絡ませ合う。唾液を杜屋に飲み込ませたところで、ゾクゾクと快感が背を駆け上がってくるのを感じた。

　……もう、限界が近いのだ。

「ちゅっ、っはあ……えいじ、さ、僕の中、たくさんくださいっ！　いっぱい、もうっ、英志さんしか、ダメに、なるくらいっ」

「薫……っ」

　初めて口にした、杜屋の名前。

「……えいじ、さっ、英志さぁっ」

　杜屋は大粒の涙を流しながら、感じ入る。そして、互いのモノが最大まで膨れ上がったその瞬間――

「んくっ、うぁ、ああ……ああっ」

　同時に、絶頂を迎えたのだった。






　　　＊＊＊






　事後のけだるい空気の中、杜屋はタオルケットにくるまった。その隣で、伊坂は汚れたシーツをどうするのか、その算段を頭の中でつけていた。

（あー、シーツの変え……あったかな。ま、一日二日くらいなくてもいいだろうけど……）

　そんなことを思いながら、ひとまず伊坂はシーツを引き剥がして、丸めて床に放り投げた。

（いいや、あとでどうにかしよ）

　そのままごろんと寝転んで、杜屋ごとタオルケットの塊を抱きしめた。

「……ね、英志さん」

「ん？」

「これって、恋人同士になった……ってことでいいんですか」

　腕の中でこちらを見上げる杜屋に、伊坂は一瞬考える。すると、その沈黙が怖くなったのか、杜屋は少しだけ身体を震わせた。

「適当な嘘をついて、お前のこと安心させることはできると思うが……俺は、そういうことはしたくない」

「はい」

「俺は、お前に恋はしてねえよ」

「……っ」

「でも、愛情は覚えているんだ」

「え？」

「だから、この関係にはお前がつけたい名前をつけたらいい。恋人でも、相方でも……なんだ、ツレ、でもさ」

　そう答えると、杜屋の身体からこわばりが解けて、徐々に緩んでいく。

「ずるい、オジサンだ……」

「ああ、オジサンってのは得てしてずるいもんだ」

　きっぱりそう言ってのけると、杜屋がタオルケットの中から腕を伸ばして、伊坂の首を手繰り寄せる。

「んちゅっ……でも、僕を拾ってくれたのは英志さんだから……もう、ずるくてもいいです」

　こつんと額と額を合わせて、杜屋は屈託なく笑った。

「あっ」

「ん？　なんですか？」

「その顔、好き。今の、イイ顔だな」

「え？　あ、あ……っ、何言って」

　ストレートに褒められて、杜屋が予想外に照れる。その素の反応が可愛くて、伊坂はもっと見せろとせがむように腰を引き寄せた。

「ちょっ、やめ……ああっ、もう！　いい加減にしてください、英志さん」

「いやだって、お前……」

「そんな、ずるくて悪いオジサンには……お仕置きです」

「え？」

　杜屋が渾身の力をこめて、伊坂を組み敷く。一糸まとわぬ姿で、半勃起状態の杜屋のモノが伊坂のソコに擦り付けられた。

「待て待て待て、俺はさすがにそんなに若くはなくて……！」

「知りません。僕、まだ二十歳なので」

　にっこり笑った杜屋が伊坂のすぼまりに、少し強引に指を差し入れた。

「うひゃあ!?　なっ、何してんだ、おま、ええ!?」

「みぃつけた」

　ぐっと前立腺を刺激され、ハジメテの快感が伊坂を襲う。すると、みるみるうちに伊坂のしょげていたモノも膨れ上がっていく。

「あ、ああ……お、おま、そんな……っ」

「……美味しそう」

　ぺろりと舌なめずりをした杜屋が、自身の菊座にモノを当てると躊躇なく、貫いた。

「あっはぁ……あっ、ああ……」

「うあっ、ん……こ、このビッチめ」

「なんとでも言ってください……僕、決めましたから」

　伊坂の腹に手をついて、杜屋が腰を大きくグラインドさせる。すると、杜屋の腸壁がうごめいて、先程吐き出した白濁がごぽりと結合部から溢れ出てきた。

「んぁっ、う……これは、恋、です……っ、あなたがなんと言おうと、これは僕の初恋、です……っ、そして、あなたはハジメテの恋人、なんですっ」

「杜屋……っ」

　パンパンと小気味いい音をたてながら、杜屋が伊坂を貪る。

「ひっ、ぁう……！　あなた、にとっても、そうなんです……っ」

「え……っ」

「女の、はじめてなんて……くれてやりますっ。でも、男のハジメテは全部、僕だっ」

　感情をむき出しにする杜屋は、気づけば笑いながら涙を流していた。子供が持つような、幼い独占欲。それは純粋であれば、あるほど、狂気に近いだろう。そんなものの矛先を、今一身に向けられて、伊坂はたじろいでしまう。

「英志さんのハジメテの男は……僕なんですっ」

「杜屋……あんまっ、煽るな」
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　だが、その真っ直ぐな想いを向けられて伊坂は心の何処かが満たされていくのがわかった。自分は必要とされている。自分は今、誰よりも、何よりも、杜屋によって生かされているのだ。

（ああ……これは、ダメだ）

　いつか、手放すその日。それをわかっている、弁えていられる、と自分では思っていた。だが、自分で思っていたほどにはオトナではなかったらしい。

「杜屋……っ」

「うあっ!?　英志さっ、んんぁ、あああ！」

　両腕を摑んで、下から力任せにガンガンと突き上げる。無茶苦茶な律動に二人の性感は一気に高められていき、そして――同時に果てた。

「あふっ、うぁ……！　んんっ、ん」

「杜屋……」

「好き……好きです、英志さん……」

　そう言った、杜屋の少し長い髪の毛先から、汗がひとしずく滴り落ちるのだった。






（いつか来る、俺を卒業する……その日。それが、願わくばずっと先でありますように）

















第五章　エピローグ












「よっ、ほっ……よーし、今日も上手くできたぜ」

　自画自賛しながら、伊坂が中華鍋からニラレバを皿に移す。今日の昼食は、ニラレバと五目チャーハン。それから、ラーメンの麺入りかきたま汁だ。以前、炭水化物責めをやらかしてから、夏生の厳しい栄養指導が入ったものの、あまり改善してはいない。

「で、できましたか！　俺、もう持っていっていいっすかね!?　英志さん」

　キッチンにやってきた由貴がキラキラと目を輝かせる。肉体労働者である彼は、やはりよく食べる。その量はとんでもなく、矢澤と基山の二人抜けて尚、じつは作るトータル量が変わっていなかったりもするのだ。

「おお、いいぜ。あと、稜?!　お前も皿とか持ってけー！」

「うえーい。って、ニラレバ！　神だ！　神がいる！」

「お前んところは神が多そうで何よりだな」

「んぁ？　俺、ハーフだけど、バリバリエセ神道だぞ」

「そういう意味じゃあねえよ」

　鳥飼と由貴がてきぱきとダイニングテーブルへと運んでくれる。おかげで、伊坂は手ぶらでキッチンからリビングへと向かう。

「ん？　まぁたやってんのか」

「……ええ、まあ」

　伊坂に声をかけられても、杜屋は本から目をあげない。普段ならカチンとくるかもしれないが、今はそういうもんだと思って伊坂は着席した。

「ちょっとアンタ！　これ、スープに見せかけて麺が入っているじゃない!?　ラーメンとチャーハンって何よ、これ！」

「あ、バレた。夏生ちゃんはきびしーなー。さ、早く食べよ食べよ」

「ちょっと！」

「いっただっきまーす」

　いつもの小言を始めた夏生を放って、由貴と鳥飼が争うようにがっつく。むしゃむしゃと勢いよく平らげていく様子は、見ていてとても気持ちがいいものだった。

「いいよなー。自分の作ったもん、こんなに美味そうに食ってもらえんのって気持ちいいわー」

「ふんっ、まあそれはそうね……ん？　んん、このレバー……」

「あ、牛乳で臭みをとっておいたぜ」

「……腹立つぅ」

「ははっ、夏生さんの料理もいつもマジ美味いっすよ」

「あぁん、由貴くんいい子。ちゅっちゅしてあげるわ」

「それは遠慮します……」

「いいのに、遠慮なんて！」

　ぶりぶりと迫る夏生は、何かのハラスメントにあたるのではないか、と思いつつ、伊坂は内心苦笑する。

「英志さん、これおかわりある!?　チャーハン！」

「おお、あるぜ。まだ鉄鍋にたんまり」

「っひゃー、サイコー！」

　がつがつと飲むように喰らう姿に見とれながら、伊坂はため息を吐いた。

「やっぱ、いいなー……俺、寮父さんの働き口とか探してみっかな」

「アンタには無理よ、無理」

　さらっと流した夏生が、箸で大きめのレバーをつまんで頬張る。

「…………」

　そんなやりとりの間も杜屋は無言で本とにらめっこを続けていた。食べるときくらい、とは思うのだが、彼の手にあるのは参考書なのだ。

「そろそろだったっけ、杜屋くんの試験」

　由貴に話を振られて、杜屋がやっと顔を上げる。

「はい。法科大学院入試っていうのがあるんです」

「あったまよさそーだなー」

「よさそう、なんじゃなくって、いいんだよ。薫は」

「え、なんで英志さんが偉そうにするんだ？」

「いや、まあ、俺の飯食って受験するんだから俺の子みたいなもんだろ。あ、夏生ちゃんの飯も食うから、俺と夏生ちゃんの子……？　あらやだ」

「なにがあらやだ、よ！　うっざー！」

「何はともあれ、受かりますように。うちの子受かりますように。試験日はとんかつだな」

「……オジサン」

　盛り上がる伊坂に杜屋が声をかける。伊坂が小首をかしげると、杜屋はにっこりと笑ったまま、親指を下に向けた。

「うざい」

「ぎゃあ！　ひどくねえ!?」

「そういうの、ほんっとうるさいんですけど。うざいうざい。……僕は勉強しているんで、大人しく給仕係をしていてくださいね」

「……かぶってた猫の皮、剥がれすぎじゃね？」

　しゅんとする伊坂を無視して、杜屋はまた本に目を落とす。だが、その口元は確かに笑みの形を作っていた。

「……っていうか、そんなことより、アンタよアンタ」

「へ？」

「就職！　そもそもここの昼ご飯係はアンタに役職を与えるために作っただけなの。早く就職しなさいよね？」

「あーね、それねー」

　伊坂はなんとはなしに、一堂を見る。するといつのまにか、由貴や鳥飼も箸を置いて、伊坂に注目していた。そのことが少しだけ恥ずかしくなりながら、伊坂は指先で頬を掻いた。

「それなんだけどさ、慰謝料生活もいい加減あれだし……」

　ふとみれば、杜屋もこちらの様子をうかがっている。なんだかんだみんなを心配させていたのか、と思うと申し訳ないやら、少し嬉しいやら、複雑な心境だ。

「……俺、探偵やろうと思うんだよね」

「「「は、はあああああ!?」」」

「お、きれいにハモった」

　叫んだ鳥飼たちが前のめりになって聞いてくる。

「探偵って、あの探偵!?　殺人事件とか!?」

「いや、実際殺人事件なんて担当しねえよ。あって、人探し程度の重要度だろ」

「いやいやいや、無理だって。ぜーったい無理よ」

「うわ！　夏生ちゃん、なにそのロートーン！　心外！」

「だって、アンタ……」

「いやだって、俺、もともと警察のニンゲンよ？　仕事一筋だったし、刑事と探偵って類似職かもなーって思って」

「け、刑事……？　英志さん、刑事さんだったんですか」

　唖然とした様子の由貴が、すっと一歩退く。そのとき、腕をぎゅっとかばっているのが見えて、思わず伊坂は親指を突き出した。

「おう、ばっちり刑事さんでした」

「あ、あー……そーなんですねー、あー……そういうのって、前科とか」

「管轄で、しかもよっぽど衝撃度の高い犯罪じゃないとまったく覚えてねえし……ていうか、第一もう調べられねえよ。年少行っただけのやつ、とかになってきたら尚のこと、もうまったく」

　年少、を少し強めに言ってみると、由貴はほっと息を吐いた。なんだか、スネに傷のあるやつのようだが、この様子なら大した犯罪ではないだろう、そう思い伊坂は安堵する。

（ま、実際には知り合い使えば多少なら探れるんだけどさ）

「ああ……なんかもう、ダメ……アタシ、頭痛くなってきたわ。このちゃらんぽらんが街の平和を守るおまわりさんですって？」

「あ、おまわりさん、ではない。俺は刑事だったから～」

「変わんないわよ！　あー、もー、やだ。アタシ寝る～……でも、チャーハンはとっておきなさいよね～……あーやだやだ」

　ふらっと立ち上がった夏生に、伊坂はひらひらと手を振った。

「ごゆっくり～」

「に、にしても、なんでまた探偵なんて？」

「ああ、それな～」

　言いながら、伊坂は立ち上がり、ソファーの上に置かれていた読みかけの文庫を取り出した。そのタイトルは、『今夜、花開く濡れた蜜壺～団地妻の祝福～』だ。

「か、官能小説っすか？」

「そ。この小鳥遊慶一先生ってのがまた良いもん書くんだわ。エロいだけじゃなくって、人間ドラマもあって」

「……どうせ、きっと主人公が探偵だったんですよ」

　杜屋の鋭いツッコミに、伊坂はぎくっと肩が跳ねる。それをみて、鳥飼と由貴は妙に納得した顔でうなずいた。

「それなら合点がいく」

「待て待て、君たちにとって俺ってなんなのさ」

「……フリーダムなオトナ、代表」

「あ、いい意味っすよ」

　二人の息がぴったりで、伊坂は少しだけ悲しくなった。

（ま、いいけどさ）

　確かに思いついたのは小説のおかげだが、やりたいと思ったのは本当だ。刑事だった頃のように誰かの役に立つ職につきたい。だが、いまさら復職は難しいだろう。ならば、自分自身も元妻の素行調査でお世話になった探偵という職業を志してみたいと思ったのだ。

「僕は案外似合うと思うんですけどね」

「え？　マジ？」

　それまで押し黙っていた杜屋が声を上げる。途端に由貴と鳥飼が彼に何か言いたげな視線を向けた。

「だって、ネコ探しとか、浮気調査とか……アンパン食べながらやっていそうじゃないですか？」

「ネコ探し……」

　ふむと唸った鳥飼に、伊坂もいっそおかしくなって笑ってしまう。刑事をやっていた頃、あれだけ堅物で通っていた自分が、今や『ネコ探しの似合う、フリーダムなオトナ』像を背負っているのだから、この世の中何が起こるかわかったものではない。

　だからこそ、面白いのだ。

「あ、でも……そうしたら、そのうち出てっちゃうんすかね。案外、大塚荘ってサイクル早いって聞いて……」

　さみしげな顔をした由貴に、鳥飼もはっとする。

「え、マジ？　英志さん出てくのとか、やなんだけど！　えー、いてくれよ！　そしてもっと、俺にギャンブルの極意を！」

「まず、負け越しをチャラにしてから言いなさい。ま、でも、そうだな……うん、そのうちな」

「あ、僕も出ていきますよ。そのうち。大学院はさておき……弁護士事務所に通うようになったら」

「……杜屋くんまで」

　しゅんっとした二人を、伊坂が笑い飛ばす。

「ま、今すぐじゃねえよ！　薫も、俺も！　さあ、食え！　若人よ！」

　二人がまた食を進め始めたのを確認して、伊坂が対面に座った杜屋に目を向ける。その視線に気づいた杜屋が顔を上げると、伊坂は片方だけ口角をあげて不敵に微笑んだ。

「いつでも就職して良いんだぜ？　伊坂探偵事務所に」

「そちらこそ、法律でお困りのことがありましたらどうぞ？」

「ははっ、それ世話になりたくねえわ。でも、期待してるぜ？　相棒」

「相棒……言葉のチョイスが古いですよぉ。さすが、オジサン」

「なにをぅ!?」

　杜屋はふふっと笑って、まんざらでもない様子を見せた。そのことに安心して、伊坂も表情を緩める。

　と、そこに――ピンポンとインターフォンが水を差した。

「ん？　なんか荷物か？　はいはーいっと」

　パタパタと伊坂が玄関まで向かう。どうせ宅配便だろう、と印鑑片手に扉を開けると……

「へ」

　そこに立っていたのは、よくよく見覚えるのある優男。

「あー、シェアハウス、大塚荘って……ここですかね」

「たか、たか、た、たか……」

「たか？　高野さんのお宅、ですか？　はて」

　伊坂は何も言えず、ただ首を横に振る。すると、目の前の男……――小鳥遊慶一は小首をかしげてこう続けた。

「家、間違いましたでしょうか？　私、大塚荘に今日から住もうと思うんですけど」

「な、夏生ちゃーーーーーんん!!」

　伊坂の絶叫が大塚荘にこだまする。

　あたふたと慌てながら右往左往する伊坂を尻目に、小鳥遊はただぼんやりと虚空を眺めていた。

　そして、ワンテンポ遅れたような間延びした声音でこうつぶやく。

「高野、夏生さんのお宅、ですかねえ」

「ち、ちが！　あああああ、ええっと！」






「大塚荘へ、ようこそ！」
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